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直轄事業（河川・砂防・ダム・海岸）の概要
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河川事業（12水系）
荒川水系 荒川
阿賀野川水系 阿賀野川、阿賀川
信濃川水系 信濃川下流、信濃川、

千曲川
関川水系 関川
姫川水系 姫川
黒部川水系 黒部川
常願寺川水系 常願寺川
神通川水系 神通川
庄川水系 庄川
小矢部川水系 小矢部川
手取川水系 手取川
梯川水系 梯川

砂防事業（8山水系）
飯豊山系
信濃川下流水系
信濃川上流水系
姫川水系
黒部川水系
常願寺川水系
神通川水系
手取川水系

地すべり対策事業（3地区）
滝坂地区
芋川地区
甚之助谷地区

海岸事業（3海岸）
新潟海岸（新潟県）
下新川海岸（富山県）
石川海岸（石川県）

治水事業の対象地域は、新潟県・富山県・石川県とこれらの県に河口を持つ

一級河川の流域にあたる山形県、福島県、長野県、岐阜県の計７県
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ダム事業（実施計画調査１）
信濃川水系 大町ダム等再編

ダム事業（建設１）
庄川水系 利賀ダム

ダム事業（管理７）
荒川水系 大石ダム、横川ダム
阿賀野川水系 大川ダム
信濃川水系 三国川ダム、大町ダム
黒部川水系 宇奈月ダム
手取川水系 手取川ダム

富山県庁

大町ダム等再編

大町ダム

信濃川河川改修事業
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（河川事業）

水系名 河川名 基準点 流域面積
幹線流路

延長
国管理

区間延長
直轄指定

年度
流域関係県

（k㎡） （㎞） （㎞）

荒川 荒川 花立 1,150 73 19.2 Ｓ４３ 新潟県、山形県

阿賀野川 阿賀野川 馬下 7,710 210 39.2 Ｓ４１ 新潟県、福島県

阿賀川 山科 40.4

信濃川 信濃川下流 帝石橋 11,900 367 60.6 Ｓ４０ 新潟県、長野県

信濃川 小千谷 114.7

千曲川 立ヶ花 134.9

関川 関川 高田 1,140 64 13.8 Ｓ４４ 新潟県、長野県

姫川 姫川 山本 722 60 11.0 Ｓ４４ 新潟県、長野県

黒部川 黒部川 愛本 682 85 20.7 Ｓ４５ 富山県

常願寺川 常願寺川 瓶岩 368 56 21.5 Ｓ４２ 富山県

神通川 神通川 神通大橋 2,720 120 48.1 Ｓ４４ 富山県、岐阜県

庄川 庄川 雄神 1,180 115 26.1 Ｓ４１ 富山県、岐阜県

小矢部川 小矢部川 津沢 667 68 37.4 Ｓ４２ 富山県、石川県

手取川 手取川 鶴来 809 72 17.3 Ｓ４１ 石川県

梯川 梯川 小松大橋 271 42 12.2 Ｓ４６ 石川県
※直轄管理区間はダム管理区間を除く

（砂防事業）

水系名
流域面積

直轄着手年度 関係県 関係市町村
（ｋｍ2)

飯豊山系 1,679 Ｓ４４ 山形県・新潟県 小国町、阿賀町、胎内市、関川村、新発田市

信濃川下流水系 2,160 Ｓ１２ 新潟県・長野県 湯沢町、南魚沼市、津南町、魚沼市、

十日町市、長岡市、木島平村、栄村、山ノ内町

信濃川上流水系 909 Ｓ７ 長野県 松本市、大町市

姫川水系 332 Ｓ３７ 新潟県・長野県 糸魚川市、小谷村、白馬村

黒部川水系 662 Ｓ３６ 富山県 黒部市

常願寺川水系 354 Ｔ１５ 富山県 富山市、立山町

神通川水系 761 Ｔ８ 岐阜県・富山県 飛騨市、高山市

手取川水系 444 Ｓ２ 石川県 白山市

（地すべり対策事業）

地区名
地すべり防止

直轄着手年度 関係県 関係市町村
区域（ha）

滝坂地区 150 Ｈ８ 福島県・新潟県 西会津町

芋川地区 953 Ｈ１８ 新潟県 長岡市、小千谷市、魚沼市

甚之助谷地区 531 Ｓ３６ 石川県 白山市

（海岸事業）

海岸名
直轄施工区間

延長（km）
直轄事業
着手年度

関係市町村
所在県

海岸延長（kｍ）

新潟海岸 6.8 Ｓ５２ 新潟市 新潟県 635.191

下新川海岸 17.2 Ｓ３５ 黒部市、入善町、朝日町 富山県 147.394

石川海岸 17.5 Ｓ３６ 白山市、能美市、小松市、加賀市 石川県 583.441

※直轄施工区間含む総延長２

（ダム事業）

【建設段階】

ダ ム 名 水系名 所 在 地 建設年度 基本計画官報告示

利賀ダム 庄川 富山県南砺市（旧利賀村） Ｈ５～ 当初 Ｈ6.11.22 変更 H21.3.11

【実施計画調査段階】

ダ ム 名 水系名 所 在 地 実調年度

大町ダム等再編 信濃川 長野県大町市 Ｈ２７～

【管理段階】

ダ ム 名 水系名 所 在 地 建設年度 基本計画官報告示

大石ダム 荒川 新潟県岩船郡関川村 Ｓ４７～Ｓ５３ Ｓ47.8.23

横川ダム 荒川 山形県西置賜郡小国町 Ｈ２～Ｈ１９ 当初 Ｈ3. 3.26 変更 H17.6.10

大川ダム 阿賀野川
(右)福島県会津若松市
(左)福島県南会津郡下郷町

Ｓ４８～Ｓ６２ 当初 Ｓ49. 2.18 変更 Ｓ53.11.24

三国川ダム 信濃川 新潟県南魚沼市（旧六日町） Ｓ５２～Ｈ５ 当初 Ｓ53. 1.12 変更 Ｓ63. 2. 6

大町ダム 信濃川 長野県大町市 Ｓ４９～Ｓ６０ 当初 Ｓ49. 8.29 変更 Ｓ52. 5.25

宇奈月ダム 黒部川 富山県黒部市 Ｓ５４～Ｈ１２ 当初 Ｓ57.3.30 変更 Ｈ11.3.19

手取川ダム 手取川 石川県白山市（旧尾口村） Ｓ４９～Ｓ５４
基本協定：締結 Ｓ48.11. 9

最終変更 Ｓ54. 4. 7



Ⅰ．北陸の地域特性

北陸地方には「糸魚川－静岡構造線」「柏崎－千葉構造線」「新発田－小出構造線」に挟まれた、日
本の大地溝帯と呼ばれる「フォッサマグナ」が存在します。その地質的脆弱性に起因した崩壊地を多
く抱えており、それらは土砂災害や地震発生要因の一つとなっています。

北陸地方整備局管内の河川管理延長約６１７ｋｍのうち、約４１％を占める約２５１ｋｍが急流河川※

であり、 姫川・黒部川・常願寺川・手取川では「洗掘」「侵食」による堤防決壊を幾度となく経験してい
ます。
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【凡例】
：流量観測所

－ ：流域界
－－：北陸地方の一級河川

【標高凡例】
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北陸地方の
一級河川と地形

※急流河川の定義を河床勾配1/500以上でかつセグメント１区間として算定。

急峻な地形と脆弱な地質

地形特性

３

河岸を激しく
侵食する姫川 H7.7 上刈地先で160mに渡って

侵食により堤防が決壊（姫川）



信濃川や梯川、関川の下流部は、砂丘列に閉ざされた緩勾配の低平地が広がっています。特に
越後平野には１８３㎢もの海抜ゼロメートル地帯（濃尾平野、佐賀平野に次ぐ全国第三位の面積）
があり、地震・水災害に対して脆弱な地域となっています。
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信濃川(千曲川）では、山間狭窄部上流で水位がせき上げられ、甚大な被害の発生が懸念されま
す。
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北陸地方における出水時の降雨要因（昭和31年～平成25年のはん濫注意水位超過時の降雨要因）

・北陸地方に出水をもたらす主な降雨要因は、梅雨前線などの停滞性の前線と台風です。

・流域別では、荒川、信濃川下流、黒部川などでは梅雨前線などの停滞性の前線が、阿賀川や
千曲川などでは台風が、それぞれ主な降雨要因となっています。

管内の出水特性

北陸３県（新潟、富山、石川）における 50mm/h以上の大雨の年間平均発生回数は、S53～S62の
20数年前に比べて、直近10年間（H18～H27）は約3.3倍に増加しています。［全国は約1.4倍］

降雨要因別の出水発生頻度（全流域） 降雨要因別の出水発生頻度（流域別）
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（回/年） 1時間 80mm 以上
1時間 50mm 以上

北陸３県の1時間降水量50mm/80mm以上の年間
発生回数

S53～S62
50mm以上

平均2.7回

H18～H27
50mm以上

平均8.8回

S63～H17
50mm以上

平均5.9回

1時間降水量50mm以上の年間発生回数

※グラフは北陸3県のアメダス約60箇所より作成。
全国データはアメダス1,000地点のデータより計算（S53～S62の平均：164→H16～H25の平均：241）

約3.3倍



近年の主な災害

近年災害

被災状況の推移

※平成７年以降の主な洪水、地震等掲載

年月日 災害名 主な被害箇所 発生要因 主な被害状況

H7.7.11 7.11水害 関川、姫川、黒部川 梅雨前線
死者不明1名、住家全半壊約50棟、浸水約3,500棟
黒部川では、発電所・黒部峡谷鉄道で被害

H8.12.6 蒲原沢土石流災害 姫川支川蒲原沢 土石流 死者14名（災害復旧事業に従事する作業員）

H10.8.4 新潟豪雨 新潟市 前線 床上浸水2,172棟、床下浸水12,299棟

H16.7.13 平成16年7月新潟・福島豪雨
信濃川下流
五十嵐川、刈谷田川

前線
死者15名、住家全壊169棟、半壊810棟
床上浸水10,712棟、床下浸水6,359棟

H16.10.23 平成16年新潟県中越地震 長岡市、小千谷市、十日町市 地震（最大震度７）
死者68名、負傷者4,805名
住家全壊3,175棟、半壊13,810棟

H18.7.19 前線豪雨 中野市、飯山市、生坂村 前線 床上浸水4棟、床下浸水62棟

H19.3.25 平成19年能登半島地震 穴水町、輪島市、七尾市 地震（最大震度６強）
死者1名、重軽傷356名
住家全壊686棟、半壊1,740棟

H19.7.16 平成19年新潟県中越沖地震 柏崎市、刈羽村、長岡市 地震（最大震度６強）
死者15名、負傷者2,346名
住家全壊1,331棟、半壊5,708棟、一部破損37,633棟

H20.2.24 下新川海岸高波災害
黒部市、射水市、朝日町、入
善町

冬期波浪（寄り回り
波）

死者2名、負傷者16名
住宅全壊4棟、半壊7棟、床上浸水49棟、床下浸水
115棟、非住家被害40棟

H20.7.28 前線豪雨（富山・石川） 石川県浅野川、小矢部川 前線
全壊家屋1棟、半壊家屋2棟
床上浸水374棟、床下浸水556棟、非住家被害7棟

H23.3.12 長野県北部地震
長野県栄村
新潟県津南町、十日町市

地震（最大震度６強）
死者3名、負傷者57名
住家全壊73棟、半壊427棟

H23.7.28 平成23年7月新潟・福島豪雨
信濃川下流、信濃川
阿賀野川、只見川

前線
死者4名、行方不明者2名、負傷者13名
全壊・流失家屋161棟、半壊585棟
床上浸水5,427棟、床下浸水8,826棟

H26.11.22 長野県神城断層地震
長野県長野市、白馬村、小谷
村、小川村

地震（最大震度６弱）
重傷者8名、軽傷者38名、全壊家屋81棟、半壊家屋
162棟、一部損壊家屋1,818棟、非住家被害263棟
床上浸水3棟、床下浸水61棟、非住家被害21棟

234 366 1,576 92 565
2,116 

11,422 

93 422 

23,497 

1,244 
2,257 1,524 944 227 

21,377 

3,087 
883 578

4,072 

229 354 

14,438

1,106 
2,540

898
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5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

新潟県

富山県

石川県

水害による被災家屋棟数（新潟県、富山県、石川県）

※集計棟数：床下浸水、床上浸水、半壊、全壊流出した全ての棟数（水害統計資料より）

（単位：棟数）
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1,200

新潟県

富山県

石川県

公共土木施設被害額（新潟県、富山県、石川県）

※集計施設：河川、海岸・港湾、砂防設備、地すべり防止施設、急傾斜崩壊防止施設の直轄事業・補助事業・地方単独事業の全て（水害統計資料より）

（単位：億円）
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H23.7新潟・福島豪雨の概要

７

大河津分水路

信濃川下流本川

大谷ダム

刈谷田川ダム

五十嵐川

無堤区間
約70戸浸水

逆流

外水氾濫

（H16後：治水容量拡大）

【今次出水では異常洪水時防災（ただし書き）操作を実施】

下条川

【板井】

仮に大河津分水（右岸
-0.2k）で破堤していた
とすると約１万戸家屋
浸水が想定※1

（本検討は暫定の値、浸水調査によるものであり、今後の精査により変わることがあります）

※１ 大河津分水のはん濫想定は、H23.7洪水相当規模（8,900m3/s【小千谷地点】）での計算による

加茂川

E池
F池

A池
B池

C池D池

刈谷田川遊水地

最大180m3/sカット

「潜り橋」右岸：水防活動実施

信濃川下流本川
（小須戸橋）

＜避難情報の発表＞
信濃川下流域において３０万人規模
で避難指示・勧告（新潟市、田上町、
三条市、長岡市、見附市等）

「カミソリ堤」区間：堤防天端下２０ｃｍまで水位上昇

堤防の越流を土囊積みで防止

五十嵐川

（H16災害助成区間）

3400m3/s

8300m3/s

五十嵐川（江口）

中流部で堤防決壊

田んぼダム

貝喰川沿川（見附市）
かいばみ

排水路

田んぼ

田んぼからの流出
調整装置

加茂市

中ノ口川（根岸橋）

仮に中ノ口川（左岸3.2k）で決
壊していたとすると、約1,500戸
家屋浸水が想定

長岡市

新潟市

田上町

燕市

見附市

【内水排水】
340m3/s

ＨWL超過区間

【見附】

堤防天端近くまで
水位上昇

主な外水氾濫地区

主な内水氾濫地区

主な水位観測地点

破堤点

破堤による想定浸水範囲

ＨＷＬ超過区間

カミソリ堤

【凡例】

笠堀ダム（H16後：ダム操作規則見直し治水機能向上）

【荒町】

【保明新田】

中ノ口川

【帝石橋】

刈谷田川

三条市

信濃川下流域の出水と被害概況
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200

200

200
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10
0

300
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400 500 600
笠堀ダム

十日町地域振興局

累計雨量985mm
時間最大083mm

信
濃
川

阿
賀
野
川

只
見
川

阿
賀
川

200

400

500

累計雨量416mm
時間最大051mm

早出川ダム

累計雨量493mm
時間最大120mm

信濃川及び阿賀野川流域では、７月２７日夕方から３０日にかけて前線が狭い地域で移動・停滞を
繰り返し、信濃川下流域の笠堀雨量観測所では累計雨量９８５ｍｍに達するなど平成１６年７月豪
雨災害を越える記録的な豪雨となり、支川五十嵐川や只見川等において土砂災害や河川はん濫
が発生しました。

人的被害は、信濃川下流域で死者１人、家屋被害は全壊流出・半壊等が421戸となる大災害となり
ました。

時間雨量120ｍｍ

平成23年7月29日11時

累計雨量985ｍｍ

関屋分水路

日本海

可動堰

洗堰
閉める

開ける

信濃川下流
放流量ゼロ

第二床固

大河津
分水路

第二床固付近（7/30 13時頃）



7/30撮影

保明新田水位観測所

保明新田水位観測所付近の横断面図

「復緊」：河川災害復旧等関連緊急事業

「助成」：河川災害復旧助成事業

平成23年7月新潟・福島豪雨では、信濃川（下流）の水位観測所で軒並み既往最高水位を観測し
ましたが、平成16年豪雨水害後の河川災害復旧等関連緊急事業等を実施したことで、堤防から
水があふれ決壊するなどの甚大な被害の発生を防ぐことができました。

復緊区間
（新潟県）
Ｌ＝6.41ｋｍ

H23.7.30 保明新田最高水位 9.82m（HWLを22cm超過）

：復緊事業築堤

H16.7.13 保明新田最高水位 8.20m

平常時水位 2.60m

HWL 9.60m

旧堤防 9.8m
新堤防11.2m

今回出水の最高水位は旧堤防高を超過

計画高水位
9.60ｍ

H16.7出水最高
水位8.20

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

11.00

12.00

水
位

（
ｍ

）

今回最高水位9.82m

ほみょうしんでん

②保明新田水位観測所

計画高水位超過時間
7/30 8:50～14:00

おざき

③尾崎水位観測所

H16最高水位 11.02m

今回最高水位 12.64m

ていせきばし

①帝石橋水位観測所

H16最高水位 1.98m

今回最高水位 2.80m

H23.7新潟・福島豪雨の概要 －信濃川下流の復緊事業効果－

順位
洪水発生

年月日

実績流量

（m3/s）

流域平均雨量

（mm/2日）

1 H23.7.29 3,402 388.4

2 H16.7.13 2,485 277.0

3 S53.6.26 2,250 340.8

過去の洪水との比較【帝石橋】

８

新潟県

注1）H16.7新潟・福島豪雨「7.13新潟豪雨 水害記録誌（H18.3新潟県土木部河川管理課」 、
H23.7 新潟・福島豪雨「第1回平成23年7月新潟・福島豪雨対策検討委員会」をもとに新潟県が外水被災状況をとりまとめ

注2）信濃川下流・五十嵐川・刈谷田川 河川災害復旧等関連緊急事業 河川災害復旧助成事業 パンフレット （信濃川下流河川事務所・新潟県土木部）
注3）住家被害は浸水被害（床上、床下）戸数

※信濃川下流河川事務所管内

累計雨量 （只見雨量観測所）

H16.7 H23.7

住家被害注3,4）

H16.7 H23.7

死者・行方不明者数注3）

H16.7 H23.7

累計雨量累計雨量
369369ｍｍｍｍ

累計雨量累計雨量
711711ｍｍｍｍ

約1.9倍

11人人11人人1717戸戸

566566戸戸約３０倍

福島県

注3）「平成23年新潟・福島豪雨及び平成16年新潟・福島豪雨に係る被災地方公共団体における初動対応の検証 平成23年9月 内閣府防災担当」
注4）住家被害は浸水被害（床上、床下）戸数

笠堀
只見

魚野川

信濃川下流

千曲川

信濃川

阿賀野川水系信濃川水系
只見川

阿賀川

阿賀野川

只見

笠堀
只見

魚野川

信濃川下流

千曲川

信濃川

阿賀野川水系信濃川水系
只見川

阿賀川

平成２３年７月豪雨

北陸地方整備局 作成
・雨量観測所

気象庁、国（河川）、県（河川）、電源開発(株) 
・観測期間

平成16年7月12日10:00
～

平成16年7月14日9:00

北陸地方整備局作成
・雨量観測所

気象庁、国（河川）、県（河川）、電源開発(株) 
・観測期間

平成23年7月27日10:00
～

平成23年7月31日9:00

平成１６年７月豪雨

累加雨量はH16年豪雨の約1.6倍でしたが、県・国による堤防かさ上げ等のハード

整備、自治体による避難行動の改善等のソフト対策により、住家被害・人的被害
とも大幅に軽減しました。

H16豪雨、H23豪雨の被害比較

累計雨量（笠堀雨量観測所） 住家被害（注1,2） 死者・行方不明者数（注1,2）

H16.7 H23.7

）

H16.7 H23.7 H16.7 H23.7

累計雨量累計雨量
647647ｍｍｍｍ

累計雨量累計雨量
1,0061,006ｍｍｍｍ

421421戸戸

1212人人

11人人

約9割減
約1.6倍

約9割減

9,7789,778戸戸

H16.7 H23.7

）

H16.7 H23.7 H16.7 H23.7

累計雨量累計雨量
647647ｍｍｍｍ

累計雨量累計雨量
1,0061,006ｍｍｍｍ

421421 戸戸

1212 人人

11人人

約9割減
約1.6倍

約9割減

9,7789,778戸戸



カケハシ
ガワ

カケハシガワ

所在地

新潟県五泉市馬下

新潟市秋葉区満願寺

新潟県五泉市赤海

福島県大沼郡会津美里町穂馬

福島県河沼郡会津坂下町宮古

福島県喜多方市山科

新潟県十日町市新宮

新潟県小千谷市元町

新潟県長岡市信濃

新潟県燕市大川津

新潟県南魚沼市坂戸

新潟県魚沼市青島

新潟県魚沼市堀之内

長野県上田市生田

長野県千曲市杭瀬下

長野県中野市立ヶ花

吾野県安曇野市高家

長野県安曇野市明科

長野県長野市川中島

新潟県上越市北城町

新潟県上越市頸城区松本

新潟県糸魚川市山本
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富山県高岡市長江

富山県小矢部市蓮沼

石川県白山市鶴来

石川県小松市埴田町

石川県小松市丸の内

阿賀野川
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（水位情報周知）
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立ヶ花
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杭瀬下
ク イ セ ケ

0.70 1.60 4.40 5.00 5.42 4.58 16日 16:00

13:00

小出
コ イ デ

89.60 90.00 91.30 91.80

3.78 16日

千曲川
チクマガワ

81.50 82.50 83.60 84.10

生田
イ ク タ
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小千谷
オ ヂ ヤ

45.50 46.50 48.50 49.10 49.94
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魚野川
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信濃川
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スガタ
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3.38 16日 19:00

山科
ヤマシナ

1.80 2.70 6.28 7.60 7.83
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長岡
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12.80 14.00 14.50 15.56 16.13 13.22 16日

阿賀野川
ア ガ ノ ガ ワ
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早出
ハ ヤ デ

川
ガワ

計画高

水位

ピーク

水位

ピーク

日時
水系名 河川名 観測所名

水防団待

機水位

はん濫注

意水位

避難判断
水位

(特別警戒)

はん濫危

険水位

■ 国管理河川の出水状況
新潟県糸魚川市能生では16日07時36分

までの１時間に60ミリの非常に激しい雨を

観測し、15日06時から16日18時までの総降

水量は192.5ミリに達するなど新潟県上越地

方を中心に各地で大雨となりました。

H25.9 台風１８号出水の概要

【梯川水系梯川】
梯大橋下流の状況（石川県小松市）

【信濃川水系信濃川】
旭橋下流の状況（新潟県小千谷市）

魚野川

【信濃川水系魚野川】
小出橋下流の状況（新潟県魚沼
市）

カケハシガワ

新潟地方気象台 気象速報

信濃川水系信濃川小千谷水位観測所、小出水位観測所、

梯川水系梯川埴田水位観測所ではん濫危険水位を超えた

他、13河川26観測所ではん濫注意水位を超過するなどの出

水となりました。

⑧

⑮
⑯

②
④

⑤

⑥
⑦

⑨

⑪

⑫

⑬

⑭

⑰
⑱

⑲

① ＜台風１８号出水による災害対策車　稼働状況＞

① 北陸 神通川 井田川 富山市 婦中町袋地先 排水ポンプ車30m3/min

② 北陸 梯川 梯川 小松市 安宅町地先 排水ポンプ車30m3/min

③ 北陸 梯川 梯川 小松市 丸の内地先 排水ポンプ車30m3/min

④ 北陸 信濃川 魚野川 魚沼市 四日町地先 排水ポンプ車30m3/min

⑤ 北陸 信濃川 魚野川 魚沼市 栄町地先 排水ポンプ車30m3/min

⑥ 北陸 信濃川 信濃川 小千谷市 東栄地先 排水ポンプ車30m3/min、照明車

⑦ 北陸 信濃川 保倉川 上越市 下吉地先 排水ポンプ車30m3/min

⑧ 北陸 阿賀野川 阿賀川 会津美里町 大石地先 排水ポンプ車30m3/min、照明車

⑨ 北陸 信濃川 魚野川 南魚沼市 浦佐地先 排水ポンプ車30m3/min

⑪ 北陸 神通川 井田川 富山市 八尾町井田地先 照明車（2台）

⑫ 北陸 信濃川 千曲川 千曲市 八幡地先 排水ポンプ車30m3/min（2台）、照明車

⑬ 北陸 関川 戸野目川 上越市 春日新田地先 排水ポンプ車30m3/min、照明車

⑭ 北陸 信濃川 千曲川 千曲市 杭瀬下地先 排水ポンプ車30m3/min、照明車

⑮ 北陸 阿賀野川 阿賀川 会津坂下町 五香地先 排水ポンプ車30m3/min、照明車

⑯ 北陸 阿賀野川 阿賀川 会津坂下町 広瀬地先 排水ポンプ車30m3/min、照明車

⑰ 北陸 信濃川 千曲川 中野市 上今井地先 排水ポンプ車30m3/min、照明車

⑱ 北陸 信濃川 千曲川 飯山市 常郷地先 排水ポンプ車30m3/min、照明車

⑲ 新潟 関川 矢代川 妙高市 柳井田地先 照明車(2台)

⑩：欠番

整備局 地先名 災害対策車稼働状況市町村河　川水　系

照明車 土のう製作・運搬

③

４県の自治体に２２名のリエゾンを迅速に派遣し、情報連絡を実施しました。

「ほくりく号」（防災へり）に県庁職員が同乗し、被災状況調査と共に、ヘリテレ映像をリアルタイムで新
潟県庁、出先機関、妙高市に提供。新潟県と協力して復旧活動を実施しました。

５県の自治体からの災害対策車出動要請に対し、排水ポンプ車２０台、照明車１６台を派遣しました。

【復旧支援】
新潟県からの支援要請で、高田河川国道事務所より、大型土のう製作

支援を実施。その他、排水ポンプ車２台、照明車1台派遣。

矢
代
川

❏新潟県管理≪矢代川≫
【被災状況】

関川水系矢代川（新潟県妙高市）において、堤防決壊。延長 Ｌ＝６０m

井田川を渡河する高善寺橋（富山市八尾町）にて、橋脚が出水により変状し
上部工破損、通行止め。
【支援状況】

被災橋梁の夜間監視のため、照明車２台派遣。

❏富山県管理≪高善寺橋≫
【被災状況】

９



H25.9 台風１８号出水の概要 －治水効果―

小千谷市東小千谷地区の無堤部に対して実施した築堤事業（平成２１年度完成）により、計画高水位以下の水

位で安全に洪水を流下させることができ、小千谷市中心市街地における信濃川のはん濫被害を防止しました。

堤防が無かった場合、約16.5ha（約160戸）の浸水被害が生じたものと推定されます。

大河津分水路
新潟市

位 置 図

長岡市

信濃川

魚野川

小千谷市
東小千谷地区

旭橋（小千谷市）より下流を望む
平成25年9月16日17時頃撮影

－ 今回の出水における事業効果（築堤） －

宅地地盤高
47.3m

改修後断面
改修前断面

TP49.935m 計画高水位

信濃川 34.5K（旭橋付近）の横断図

築
堤

堤防が無ければ
住宅地が浸水

TP49.1m 氾濫危険水位

TP49.11m 今回の洪水の最高水位

－ 改修前後の状況 －

信濃川

信濃川

平成14年9月（改修前）

無堤部

平成21年10月（堤防完成後）

信濃川

東小千谷堤防がなかった
場合の浸水範囲(推定)
A=約16.5ha(約160戸)

※堤防が無かった場合の浸水範囲、面積、戸数は、地盤高等から求めた推定値。

し な の が
わ

さ ぐ り が
わ

う お の が
わ

中野市替佐地区では、平成１８年７月洪水時には堤防整備が完了していなかったことから、家屋４戸、農地

約１，１００ｍ２の浸水被害が発生しましたが、平成２１年度までに堤防整備が概ね完了したことにより、浸水被

害を防止しました。

平成25年9月17日撮影

１０

位置図

46.25k 付近
(No.8)

平成25年9月16日出水
痕跡水位

計画高水位
H.W.L 333.87 平成18年7月18日出水

痕跡水位

堤防が無ければ
住宅地が浸水

改修前断面

改修後断面

中野市替佐地先での浸水エリアの比較（推定）

平成18年7月18日出水
痕跡水位

平成25年9月16日出水
痕跡水位

千曲川

46k

平成25年9月16日出水
痕跡水位

※仮に築堤を実施していな
かった場合の浸水想定

平成18年7月18日出水
浸水エリア

斑尾川

【信濃川水系千曲川】
千曲橋下流の状況
（長野県千曲市）

中野市替佐地先での洪水痕跡

平成25年9月撮影



梯川

レーダ雨量（XRAIN）による観測

平成25年7月29日11時

河川水位の状況
【過去の水位記録（埴田観測所：9.8k）】

はねだ

【埴田水位観測所の推移】

①住家被害
床上浸水 １棟
床下浸水 ２８棟

②非住家被害 ７７棟

はん濫危険水位を大きく超過した
ため、６，２１０世帯、１８，１７１人に
避難勧告、避難指示が発令されま
した。

※石川県「被害情報第11報8/1/18時」より

国土交通省が配備する「排水ポンプ車」「照明車」「衛星
画像通信機器」を５箇所に出動させ、夜間を含め緊急排水
を実施するなど、地域防災を支援しました。

かけはしがわ

H25.7 梯川の出水概要と治水効果

平成25年7月29日から30日にかけて梅雨前線が朝鮮半島から日本海を通って北陸地方に達し、この
梅雨前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだため大気の状態が非常に不安定となりました。

小松観測所（気象台）の日降水量199.5mm（29日0時～24時）は、7月の月降水量の平年値210mm相
当の降雨でした。

浸水家屋等の被害状況（内水）避難勧告等の状況

１１

これまでに実施した引堤事業により約70cmの水位低下効果があり、越水、破堤を未然に防ぐことが
できました。

引堤整備前に、今回の洪水に近い規模の洪水が流れて梯川が氾濫
した場合、約７，４００戸の家屋浸水と、 約２１，６００人の被災が想定
されます。

浸水面積（km2） 15.9

総被害額（億円） 1,694

被災人口（人） 21,594

床上浸水戸数（戸） 3,125

床下浸水戸数（戸） 4,280

小松市役所

新堤（引堤）整備 川幅を1.5倍に拡幅

梯川はん濫シミュレーション



H27.9 台風１８号出水の概要

平成２７年９月の台風１８号では、荒川、阿賀野川、阿賀川、日橋川、千曲川において、水防団待機
水位を超える出水が発生しました。

阿賀野川水系では、３観測所で避難判断水位を超え、新潟市北区で避難準備情報が発令されました。

国管理河川における一般被害は発生しなかったものの、堤防の背後では雨水湛水がみられ、阿賀
川沿川では排水ポンプ車等（ポンプ車５台、照明車２台）の水防活動により浸水被害を軽減させました。

また、上流にある大川ダムでは、防災操作を実施し、最大380m3/sの調整により下流市街部への水
位低減効果を発揮しました。

■ 国管理河川の出水状況

阿賀野川

千曲川

阿賀川

水防団待

機水位

はん濫注

意水位

避難判断

水位

はん濫危

険水位

計画高

水位

荒川
あ ら か わ

荒川
あ ら か わ

上関
か み せ き

（新潟県岩船郡
い わ ふね ぐ ん

関川
せ きか わ

村
む ら

） 3.60 4.30 6.60 7.40 8.30
3.63

(10日5:30)
9月10日4:50
～9月10日6:10

馬越
ま こ し

（福島県会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

） 3.40 3.90 5.00 6.60 8.60
5.23

(10日6:20)
9月9日18:50
～9月10日18:40

宮古
み や こ

（福島県河沼郡
か わ ぬま ぐ ん

会津坂下町
あ い づ ば ん げ ま ち

） 1.50 2.00 4.00 5.19 5.19
3.85

(10日7:00)
9月9日20:20
～9月11日2:40

山科
や ま し な

（福島県喜多方市
き た か た し

） 1.80 2.70 6.30 7.70 7.83
5.63

(10日11:00)
9月9日22:30
～9月11日3:00

日橋川
に っ ぱし がわ

南大橋
みなみおおはし

（福島県喜多方市
き た か た し

） 2.60 3.20 3.50 4.60 5.37
2.73

(10日11:00)
9月10日9:10
～9月10日12:40

馬下
ま お ろ し

（新潟県五泉市
ご せ ん し

） 19.65 20.15 22.00 22.80 24.40
21.81

(10日13:50)
9月10日2:10
～9月11日0:50

満願寺
ま ん が ん じ

右岸
う が ん

（新潟県新潟市
に い が た し

秋葉区
あ き は く

） 5.80 6.50 7.80 8.30 10.02
8.03

(10日15:00)
9月10日3:00
～9月11日7:10

満願寺
ま ん が ん じ

左岸
さ が ん

（新潟県新潟市
に い が た し

秋葉区
あ き は く

） 5.80 6.50 8.00 9.00 10.02
8.03

(10日15:00)
9月10日3:00
～9月11日7:10

杭瀬
く い せ

下
げ

（長野県千曲市
ち く ま し

） 0.70 1.60 4.60 5.00 5.42
2.14

(9日19:50)
9月9日7:30
～9月11日4:00

立ヶ花
た て が は な

（長野県中野市
な か の し

） 3.00 5.00 9.10 9.60 10.75
4.04

(10日1:00)
9月9日15:40
～9月10日7:30

犀川
さい が わ

陸
り く

郷
ご う

（長野県安曇野市
あ ず み の し

） 2.50 3.30 4.50 4.80 7.47
2.70

(9日17:00)
9月9日15:30
～9月9日20:40

水系名 河川名
観測所名
（所在地）

今回
最高水位

（ピーク日時）

阿賀野川
あ が の が わ

信濃川
し な の が わ

水防団
待機水位
超過期間

基準水位

阿賀川
あ が が わ

阿賀野川
あ が の が わ

千曲川
ち く ま が わ

阿賀野川18.0k新潟県新潟市（阿賀浦橋）左岸

※満願寺水位観測所付近

千曲川93.0K長野県坂城町刈屋原地先

（昭和橋）

あ が う ら ば しあ が の が わ に い が た し

まんがんじ

ち くまがわ

しょう わ ばし

さか き まち かりや はら

阿賀川31.5k福島県会津若松市馬越地先

（馬越頭首工）※馬越水位観測所付近
ま こ し

あ い づ わ か ま つ し

ま こ し と う し ゅ こ う

下流に流す流量をダムにより
最大約380m3/s（約2割）低減

9/9
9時

9/9
15時

9/9
21時

9/10
3時

9/10
9時

9/10
15時

流量
（m3/s）

流入量最大
1,880m3/s（9/10 4:50）

大川ダムによる洪水調節

最大流入量が約1,880m3/s(ダム完成以降第２位)に達し、下流に流す流量
を最大約380m3/sに低減

大川ダムの状況（H27.9.9）

■ 国の対応状況

大川ダム（国交省）

排水ポンプ車出動状況（阿賀川）
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Ⅱ．平成２８年度治水事業の基本方針

気候変動に伴い頻発・激甚化する水害・土砂災害や切迫する大規模地震に対し、
ハード・ソフト一体となった予防的対策や、甚大な被害が発生した地域における再
度災害防止対策等の取組を推進します。

管理施設の老朽化に対応するため、長寿命化計画策定等を通じたトータルコスト
の縮減を図る等の取組を推進します。

賑わい、美しい景観、豊かな自然環境を備えた水辺を創出し、魅力あるまちづくり
を支援します。

◎安全・安心 ～災害に強い安全・安心な暮らしの充実～

１）根幹的治水施設の整備

・信濃川河川改修事業（大河津分水路）

・利賀ダム建設事業

・大町ダム等再編事業

・立山における砂防事業

２）緊急的な治水対策

・水防災意識社会 再構築ビジョンに基づくハード整備

（H23新潟・福島豪雨の対応、急流河川対策 等）

・H20高波災害の対応

・H16中越地震の対応

３）維持管理の取り組み

・治水施設の長寿命化

・河川管理データベース

・ダム管理の見える化

４）危機管理対策の推進

・河川情報等の高度化（河川情報、XRAIN、CCTV画像提供など）

・危機管理（洪水予警報、浸水想定区域図、タイムラインなど）

◎環 境 ～美しい国土と自然環境、歴史・文化と調和した川づくり～

１）自然再生事業

２）総合土砂管理

◎暮らし・活力 ～魅力ある水辺空間、川を活用した賑わいの創出～

１）かわまちづくりの推進

２）賑わいのまちづくりへの支援
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Ⅲ．平成２８年度の治水予算

【当初予算】 （単位：百万円）

区 分 事 業 費 対前年度比

［ 直轄事業 ］ ５３，９２４ ０．９８

治 水 ５０，００４ ０．９８

海 岸 ３，１８６ ０．９７

都市水環境整備 ７３４ ０．９７

［ 補助事業 ］ ６，８８７ １．１３

※1．工事諸費等は除く。
※2．計数はそれぞれ四捨五入しているため端数において合計とは一致しないものがある。
※3．上表の他に、社会資本整備総合交付金及び防災・安全交付金（P48参照）がある。

※1．H25までは営繕宿舎費を除く。
※2．H26からは営繕宿舎費を含む。
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Ⅳ-1．北陸治水事業の重点施策【安全・安心】

大河津分水路は、河口部において洪水を安全に流下させる断面が不足しており、戦後最大規
模（昭和56年8月）の洪水流下時には、分水路より上流の長岡市付近まで計画高水位を超過し、
堤防決壊の恐れがあります。

水位上昇の影響で氾濫が想定される区域には、新潟市、長岡市、燕市などが位置しており、
堤防が決壊した場合の被害は甚大となります。

大河津分水路を拡幅することで、戦後最大規模（昭和56年8月）の洪水に対して、家屋の浸水
被害を防止することが可能となります。

信濃川河川改修事業（大河津分水路）

【平成２８年度の事業内容】
大河津分水路の拡幅に必要となる用地取得等を
引き続き実施します。

１）根幹的治水施設の整備

洪水 信濃川中流部における家屋浸水被害

S56年8月洪水 床上浸水1,446戸 床下浸水1,502戸

H23年7月洪水 床上浸水 229戸 床下浸水 689戸

信濃川流域

位置図

新潟市

長岡市

大河津
分水路 せき上げによる

水位上昇区間
（約23km）

燕市 近年の災害

平成23年7月洪水では大河津可動堰の上流で計画高水位を超過

S56年8月洪水 小千谷市元町
おぢやしもとまち

H23年7月洪水 魚沼市下島
うおぬまししもじま【事業の効果】

戦後最大規模（昭和56年8月）の洪水に
対して、家屋浸水被害を防止

【全体計画】
全体事業費：1,200億円
事業区間：３．３ｋｍ
事業期間：Ｈ２７～４４（１８年間）

【平成28年度実施】
実施内容：山地掘削、用地取得 等
事業費：2,705百万円
※工事諸費等除く

事業実施箇所

横断図(大河津分水路7.4k)

計画高水位＋13.061m
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と が

利賀ダム建設事業

利賀ダム地点の計画高水流量 毎秒７７０立方メートルのうち、毎秒５００立方メートルの洪水調節を
行い、ダム地点より下流の水害を防除し、地域の安全の確保ならびに発展に寄与します。

庄川本川および支川利賀川の既得用水の補給を行う等、流水の正常な機能の維持と増進をはか
り、地域の発展に寄与します。

富山県に対し、庄地先において、工業用水として新たに１日最大８，６４０立方メートルの取水を可
能にし、地域の産業の向上ならびに発展に寄与します。

石川県

岐阜県

富山県

日本海

利賀ダム

庄川

福井県

利賀川

位置図

庄川流域のある富山県は、持ち家比率や平均住宅面積などが日本一
であるなど充実した住居環境を持つ地域です。
また庄川流域は、高岡銅器などの伝統産業の集積を土台として、豊

かな水や電力を背景に立地したものづくり産業が集積しています。そ
して、北陸自動車道、能越自動車道、東海北陸自動車道の整備に加え、
平成27年3月には北陸新幹線が開業するなど、広域交通ネットワー
クの整備により、さらなる発展が期待される地域です。

利賀ダムは、流域の豊かな暮らしや活発な産業活動を守り、
さらに発展する地域づくりに寄与します

天端高
標高 439m

堤高
112m

利賀ダムの諸元

堤頂長 約232m

堤体積 約 57万m3

集水面積
約95.9km2

貯水面積
約1.1km2

豆谷橋梁上部工事

【平成２８年度の事業内容】
生活関連道路工事、水理水文調査等を実施します。

庄川橋梁関連工事

平成２８年度 工事実施箇所

国道8号

北陸新幹線

北陸自動車道砺波市

利賀ダム

利水基準点 庄川合口ダム

治水基準点 雄神

高岡市

南砺市

射水市

小矢部市

東海北陸自動車道

能越自動車道

防御対象氾濫区域

不特定灌漑区域

Ｒ４７１利賀バイパス
（利賀ダム工事用道路）

大町ダム等再編事業

大規模な洪水により浸水被害が発生している千曲川の治水対策のため、高瀬川の既設ダムの容
量を活用し、洪水調節機能を強化するものであり、実施計画調査を推進しています。
既設の高瀬ダム・七倉ダムの発電容量の一部と大町ダムの水道容量の一部を洪水調節容量とし
て新たに確保。
長期に安定的にダム機能が確保されるよう、流入土砂対策を検討。

大町ダム

七倉ダム

高瀬ダム

※現在検討している事業のイメージ

【平成２８年度の事業内容】
施設検討、環境調査等を実施します。

庄川

◎

◎

◎

◎

◎新高岡駅
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とんびやま

常願寺川流域は、脆弱な火山噴出物と、約１５０年前（安政５年）に発生した大地震による鳶山の崩
壊土砂が上流域に不安定な状態で堆積しており、大規模な出水が発生した際は、富山平野の沿川
地域に甚大な被害が発生することが懸念されます。

荒廃が著しい立山カルデラからの土砂流出を抑制するために、湯川上流砂防堰堤群の整備を推進
します。

荒廃著しく土砂流出が顕著な湯川上流域

立山における砂防事業

【平成２８年度の事業内容】
湯川上流砂防堰堤群の整備等、計16箇所において砂防事業を実施します。

鳶崩れ

白岩砂防堰堤

立山カルデラ
位置図

立山砂防事務所

真川
水谷出張所

広域図

富山湾

立山砂防事務
所 水谷出張

所

常
願
寺
川

湯川上流砂防堰堤群

とんび

□鳶崩れ
１８５８年（安政５年）に 発生した飛越地震に大鳶・小鳶山の大崩壊により

多量の土砂が流出しました。
これらの土砂は立山カルデラ内に不安定な状態で残っていると言われて

おり、現在でも富山市などに大災害をもたらす危険性があります。

□崩壊多発地帯
立山カルデラは、脆弱な火山噴出物や崩壊堆積物に覆われているうえ、

急峻な地形を呈し、跡津川断層に代表される活断層があり非常に崩れや
すい地質構造となっています。

北陸自動車道

国道８号

富山市街あいの風とやま道

鳶山崩れ

安政５年の大災害における推定氾濫状況と

保全対象（富山市）及び国の基幹となる

重要交通網との位置図

氾濫区域の凡例

3月10日の氾濫区域

4月26日の氾濫区域

（3月10日と重複）

4月26日の氾濫区域

氾濫区域の凡例

3月10日の氾濫区域

4月26日の氾濫区域

（3月10日と重複）

4月26日の氾濫区域

直轄砂防区域

北陸新幹線

××

××国
道
41
号

あいの風とやま鉄道

◎
富山市役所

×破堤点

凡 例(m)

0.5以下
0.5～1.0
1.0～2.0
2.0～3.0
3.0以上

（R1最大）

（L2最大）

（L１最大）

（R2最大）

想定氾濫区域図
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H23.7 新潟福島豪雨の対応

長岡市

中ノ口川

笠堀ダム嵩上

大谷ダム

刈谷田川ダム

五十嵐川

刈谷田川

加茂市

三条市

新潟市
田
上

町

見附市

信濃下流本川

大河津分水路

信濃川本川

下条川
加茂川

遊水地

県事業
【中上流の対策】

安全に洪水を流す堤防整備及び
河道掘削

国事業
【中下流の対策】上流の河川水位を低下させる河道掘削

国事業
【上流の対策】安全に洪水を流す堤防整備

関屋分水路

燕市

遊水地

田上町

県事業
【中下流の対策】
上流の河川水位を低下させる河道掘削

県事業
【上流の対策】

下流への流量を低減させる洪水
調節施設の整備：河道掘削

：築堤・堤防嵩上げ

：ダム嵩上げ

：遊水地

【凡例】

流域全体で治水安全度を向上

信濃川下流域の対応

信濃川下流域の河川管理者である北陸地方整備局と新潟県とが役割分担のもと、流域全体の治
水安全度向上を図ります。

2）緊急的な治水対策

国事業 【中下流の対策】 河道掘削の状況

関屋分水路地区 天神林地区（加茂市山島新田）

平成大橋

新潟大橋

関屋大橋

信濃川水門
関屋分水路

信濃川

河道掘削

加茂大橋

信濃川

河道掘削
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黒部市生地地先
くろ べ し いくじ

入善町芦崎地先
にゅうぜんまち あしざき

朝日町赤川地先
あさひまち あかがわ

➁ 入善町の災害復旧状況➀ 黒部市の整備状況

有脚式突堤
（平成16年完成）

有脚式突堤
（平成14年完成）

有脚式突堤
（平成21年完成）有脚式離岸堤

（平成23年完成）
有脚式離岸堤
（平成24年完成）

有脚式離岸堤
（平成24年完成）

有脚式突堤
（平成21年完成）

➂ 朝日町の災害復旧状況

い か り

直立堤の倒壊（五十里地区）や離岸堤・副離岸堤ブ
ロック沈下・流出（吉原地区）などの高波により被災した
施設の災害復旧を実施。

高波により沈下・散乱した人工リーフ（赤
川・東草野地区）の災害復旧を実施。

被災施設の復旧と合わせ、高波による災害防止を目的
とした有脚式突堤・離岸堤、副堤の整備を実施。

H２０高波災害の対応

平成２０年２月の高波災害により、直立堤や離岸堤等の海岸保全施設が被災し、越波により背後地
の家屋に浸水被害が発生しました。

このため、離岸堤、副離岸堤等の海岸保全施設を整備することにより、背後の住宅密集地を越波、
よしわら

浸水から守ります。平成28年度は、家屋連担部の入善町吉原地区及び入善町園家地区において、
副離岸堤の整備を推進します。

高波浪による被害状況

Ｈ２０高波災害における主な施設被災状況と復旧状況

今年度整備内容について

吉原地区

位置図

そ の け

副離岸堤

入善町園家地区

H20海岸保全
施設被災箇所

入善町吉原地区

家屋連旦地区

離岸堤
副離岸堤

凡 例

：平成27年度
：平成28年度
：平成29年度以降

凡 例

：平成27年度
：平成28年度
：平成29年度以降
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相川川

向山第１号砂防堰堤向山第２号砂防堰堤

新潟県道209号

H16新潟県中越地震の対応

芋川流域 直轄砂防事業
平成16年10月23日に新潟県中越地方において震源の深さ13km、M6.8、震度7の地震が観測され、

各所で甚大な被害が発生しました。芋川流域内では崩壊が1,419箇所、地すべりが75箇所、土砂によ
る河道閉塞が55箇所生じ、この災害を契機として、平成16年に直轄砂防事業に着手しました。

近傍の地すべり被災例（昭和55年 虫亀地すべり）

出典 「新潟県の地すべり」新潟県土木部砂防課

芋川流域は、地質的に脆弱で、元々地すべりが発生しやすい地域であ
り、昭和55年には近傍の山古志虫亀地区において大規模な地すべりが
発生しています。

地震後の活動しやすい地すべりを未然に防止し、地域の安全性向上を
目的として地すべり対策事業を実施しています。

芋川流域 直轄地すべり対策事業
新潟県中越地震により芋川流域では多数の河道閉塞・地すべりが発生しました。さらに、平成１７

年から１８年にかけて中越地方では１９年ぶりの豪雪となり、その後の融雪出水等によって流域の
荒廃が進みました。

地すべりの活動が活発化した場合、河道閉塞に伴う湛水とその決壊により、沿川地域において甚
大な被害が想定されることから、平成１８年度より直轄地すべり対策事業を実施し、平成２８年度、
概成する予定です。

信濃川

魚野川

位置図

芋川

二丁野地区

国道２９１号

上塩谷地区

多聞田川
県道竹沢塩谷線

西願寺川上流砂防堰堤

西願寺川上流砂防堰堤

西願寺川

芋川流域で発生した多数の河道閉塞をそのまま放置すると、越水や閉塞土塊の崩

壊の恐れがあったことから、新潟県の要請を受け、緊急対応および直轄災害緊急事

業等により、流域内に11箇所の堰堤等を施工しました。

しかし、流域内にはまだ多量の不安定土砂が存在していることから、土砂災害から

流域市町村を守ることを目的として、砂防事業を推進します。

主要地方道 栃尾－山古志線

池谷地区

猫又沢川

向山砂防堰堤群
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護岸新設

北陸地方整備局の急流河川（黒部川、常願寺川、庄川、手取川、姫川等）について、これまで開発し
てきた工法の効果検証・改良や新たな知見による新工法により、急流河川の河道計画の確立を目指
します。

急流河川対策工 ◇これまで開発してきた工法◇

盛土断面の形状（右岸6.8～7.1k付近）

巨石による覆土
（1m厚）

現地土砂による
基礎盛土

根石

◇巨石盛土工を試験施工して５年が経過
（毎年、出水前後にモニタリング測量等を実施）

H22.7撮影

・現地実験では、急流河川において最も被災しやすい中小洪水（年平均最大流量相当
８００ｍ3／s）の時に、巨石のかみ合わせ効果により、低水路河岸の洗掘や侵食を防
ぎ、流路を滑らかにして中央部に寄せる効果があることがわかりました。
・コンクリートではなく自然の現地発生・採取材であるため、経年すると植生が繁茂し、
景観、環境に優れた効果があります。
・施工日数が少なく、変状が生じても現地発生材、採取材で直ぐに補充、補修が可能
です。

河床整正（船底型河道）河床整正（船底型河道） ※阿賀川 堤防前腹付工堤防前腹付工 ※常願寺川、手取川

縦縦 工工 ※黒部川 根継護岸根継護岸 ※庄川

巨石置工巨石置工 ※常願寺川

巨石護岸巨石護岸 ※常願寺川

縦工縦工 縦工縦工

河岸侵食（ｲﾒｰｼﾞ）
一定間隔施工一定間隔施工

河岸侵食進行の防止河岸侵食進行の防止

巨石を縦断的に配置

埋戻し・整正

コンクリートブロックにより巨石をより強固に安定

前腹付け工前腹付け工

H.W.L

前腹付け工

河岸侵食

侵 食 本 堤

護岸前面への巨礫配置

船底型河道の整正

瀬・淵の造成礫の配置

●船底型河道の整備
●巨石の配置
●樹木伐採

●高水敷切り下げ

整備後

現状

●船底型河道の整備
●巨石の配置
●樹木伐採

●高水敷切り下げ

整備後

現状

河岸侵食進行の防止

河床・河岸を保護
船底型河道と巨石による安定
河道形成

堤防を補強し、破堤までの時間をかせぐ

河床低下に追随して洗掘を防止

河岸侵食進行の防止

3）急流河川対策

巨石付盛土砂州を用いた河岸防護工を新たに開発（常願寺川の例）

【本研究会による成果】
治水と環境の調和した新たな河岸防護技術
～巨石付き盛土砂州を用いた河岸防護工～

⇒ 土木学会「技術賞（Ⅰグループ）」 受賞
（平成27年5月26日土木学会発表） 手引きを平成24年度

に作成

土木学会賞「技術賞」
賞状と賞牌

技術賞（Ⅰグループ）：
具体的なプロジェクトに関して、土木技術の発展に顕著な貢献をなし、社会の発展に寄与したと認められる計画、設計、施工または維持管理等の画期的な個別技術。（情報技術、マネジメント技術含む）

④天端被覆工
③石材法覆工

⑤リップラップ工

②中詰盛土工

平均年最大流量相当水位

①根石工

（平均年最大流量に対し流出しない規模）

※上流端は「①根石工」と同様の材料を使用

（平均年最大流量に対し流出しない規模）

（可能な限り大粒径の巨石）

根石は現況河床高より
1/2～1/3程度根入れする

（近傍の砂州等から採取）

2１



長寿命化計画の策定

長寿命化計画の策定は、インフラを安全により長く利用できることに繋がるとともに、トータルコスト
の縮減や予算の平準化に寄与します。

戦略的な維持管理・更新を進める観点から、長寿命化計画を策定し、中長期の展望を持って、河
川管理施設の維持管理を行います。

点検結果を踏まえ、各施設の各施設の維持管理・更新内容について、長寿命化計画の記載事項
を逐次見直していきます。

河川管理施設数の推移 （北陸管内） 長寿命化計画策定状況 （北陸管内）

個別施設計画：堰、水門、樋門樋管、揚排水機場等の河川構造物282施設※のうち、扉体
面積5m2未満の樋門樋管を除く、162施設が策定対象 ※床固め、管理橋は除く

⇒平成27年度策定完了

ダムは、管理している全７施設が対象
⇒平成27年度策定完了

4）維持管理の取り組み

的確かつ効率的な河川維持管理の推進

河川整備計画や河川維持管理計画に沿って、効率的・効果的な河川管理の実施に努めています。

定期的に河川巡視や河川管理施設を点検し、弱点箇所の早期発見・早期補修を行っています。

偏流・乱流を助長する
河道内樹木の伐採

流下能力の確保

堤防護岸の浮き上がりや空
洞化等を適切に補修を実施

堤防・護岸の健全化 不法行為への対応

洪水流の阻害となる
ものを最優先に是正

堤防護岸の浮き上がりや
空洞化等を適切に補修

母数 長寿命化計画策定状況

全管理
施設数

策定対象
施設数

Ｈ23まで Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

堰 7 7 0 0 4 3

閘　門 1 1 0 0 1 0

水　門 29 29 7 3 15 4

揚水機場 6 6 0 1 1 4

排水機場 25 25 4 3 13 5

樋門・樋管 212 92 0 17 26 38 11

陸　閘 2 2 0 0 2 0

浄化施設 0 0 0 0 0 0

小計 282 162 11 24 62 54 11

7 7 0 0 0 0 7

289 169 11 24 62 54 18

6.5% 20.7% 57.4% 89.3% 100.0%策定率

堰
・
水
門
等

河
川
維

持

ダム ダム

河川＋ダム計
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重要水防箇所、危険水位等を踏まえた河川管理

重要水防箇所や河川水位等の情報を共有するため、インターネットで公表しています。

確実な水防活動、緊急対応を実施するため、危険箇所の監視の他、水防関係機関と連携を図って
います。

職員や水防関係機関等の技術力向上、水防技術習得に努めています。

水防関係機関との連携

危険箇所巡視

円滑な水防活動・緊急対応 水防技術基礎講座

着実にかつ効率的業務を支援する河川管理DB（データベース）

河川管理ＤＢ（データベース）の目的

河川維持管理の現場における河川維持管理業務を着実に、かつ効率的に行うための業務支援。

現場での河川維持管理のＰＤＣＡサイクルによるスパイラルアップの支援、及びこれに基づく技術
基準やマニュアル類の充実など、業務の高度化のための知見の効率的な集積。

河川維持管理の政策の企画立案に資する基礎的な情報収集の効率化と適切な管理。

■河川管理データベースシステムの概要

危険箇所の監視

縄結び

座学

CCTVカメラ

簡易水位計
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ダムは、洪水調節、流水の正常な機能の維持、都市用水・農業用水の供給及び発電等の目的が
達成されるよう流水の管理を行うとともに、ダム施設及び貯水池の安全性と機能を保持するため、
３６５日２４時間体制で、巡視・点検・観測・計測等の維持管理を実施しています。

洪水時のダム管理では、洪水予測を実施して、所定の操作ルールに基づき洪水調節を行います。
あわせて、洪水調節の実施状況に関してのリアルタイム公表に取り組んでいます。

ダムの管理

50

時間

河
川
の
洪
水
量

■洪水調節施設であるダムは、大雨による洪水で河川が増水した場合に、洪水流を一時的に貯め て、下流の洪
水流量を低減し、洪水被害を軽減させます。

■ダムの洪水調節は、下流河川全体に洪水軽減効果を発揮します。

ダムの洪水調節 ～洪水調節により下流河川全体に効果を発揮～

三国川ダム

１００

５０

ダムの洪水調節のイメージ

洪水時のダム管理 ～洪水調節の実施状況をリアルタイム公表～

■ダムによる下流河川水位の低減量等について、インターネットを通じて、広く一般にわかりやすく、
リアルタイム情報の提供をしています。（URL：http://www.hrr.mlit.go.jp/river/dam-bousai/ ）

■本システムを閲覧することで、北陸地方整備局が管理する７ダムの洪水調節状況や下流河川の情報が
誰でも迅速かつ的確に入手できます。

■洪水時のダム上流域の降雨状況や、流入量、放流量、貯水量等も表示し、ダムや下流河川に設置した
カメラの映像により現状の確認が可能であるため、避難判断等に活用できます。

①ダムの位置図にレーダ雨量、対象河川、
ダム集水域を重ねて表示

②各ダムの洪水調節の有無、流入量、
放流量、貯水位、貯水率(治水・利水)を
一覧表で表示

③各県のダム防災リンクを貼付

①「通常操作中」又は「洪水調
節中」を表示

②ダムの貯水位、流入量、放
流量、調節量等を表示

③レーダ雨量、対象河川、
ダム集水域を重ねて表示

④ダム下流河川の水位低減
効果量を表示

○「ダム防災情報提供システム」トップページ

○ダム毎の情報ページ

１

２

１

２

３

４

ダム名や地図上のダムを選択すると、
「ダム毎のページ」が開きます。

３

CCTVカメラの画像も確認可能

ダムの放流量

Ｂ

Ａ

ダムの流入量
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流域住民等の｢命を守る｣ための堤防整備等のハード整備とともに、ハザードマップ整備の支援、
光ファイバーの利用や各種防災情報提供内容の充実化、河川整備を通じたまちづくり支援等のソ
フト施策を併せて実施します。

5）危機管理対策の推進

河川情報の利用促進

携帯電話によるＣＣＴＶ画像閲覧

光ファイバーによる自治体への防災情報提供 管内CCTV映像、水位情報 インターネットによる河川情報の提供（川の防災情報）

ＴＶ局への河川情報及び映像情報の提供
（ＮＨＫ新潟放送局の例）

QRコード
(川の防災情報)

QRコード
(ＣＣＴＶ画像)

水位

■各自治体に光ファイバーを通じて総合防災情報を提供

■インターネットやiモードによる河川情報（河川の現況水位等）の提供を実施
平成28年度より、利用者目線に立った新しい『川の防災情報』にリニューアルしました。

（「川の防災情報」 ： 【パソコン】http://www.river.go.jp/ 、【携帯版】 http://i.river.go.jp/、【スマホ版】http://www.river.go.jp/s/）

■CCTV画像の携帯電話への配信（北陸地方整備局携帯サイト「河川LIVE映像」： http://www.hrr.mlit.go.jp/i/live/river/toppage.html ）

■TV局への河川情報及び映像情報の提供
（NHK、（株）新潟総合テレビ（NST）、（株）新潟テレビ放送網（TeNY）、（株）新潟テレビ２１（UX）、（株）新潟放送（BSN）、

富山テレビ放送（株）（BBT）、（株）チューリップテレビ（TUT）、長野朝日放送（株）（ABN）、ケーブルテレビと協定締結し、河川情報及び映像情報を提供）

洪水予報

新たなＸＲＡＩＮ（C-MP+X-MP）による雨量観測精度向上

（ＸＲＡＩＮ： http://www.river.go.jp/x/ ）

■近年、増加する集中豪雨や局所的な大雨による水害や土砂災害等に対して、施設管理や防災活動等に役立てるために、既存の
Ｃバンドレーダ雨量計をＭＰ化(マルチパラメーター)高精度・高分解能・高頻度改良し、ＸバンドＭＰレーダ雨量計と組合せ、新たな「Ｘ
ＲＡＩＮ」として配信エリアを大幅に拡大しました。これにより、北陸地方整備局管内はすべて「ＸＲＡＩＮ」にてカバーされます。

【Cバンドレーダ】
分解能：1km
配信間隔：５分

【XRAIN】

分解能：250m
配信間隔：１分

北陸地方整備局管内の配信拡大エリア
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タイムライン（防災行動計画）の作成

■北陸地方整備局管内１２水系１５河川において、浸水想定区域内市町村を対象に避難勧告等の発令に着目したタイムラ
イン(防災行動計画)(案)の作成を推進。

■タイムラインは台風の接近・上陸や前線性の洪水を対象に作成し、河川水位の上昇に応じ避難完了に要する時間を考慮
した上で、避難勧告の発令等の防災対応における意思決定の時期を明記。

※高田河川国道事務所では、H28姫川・関川総合水防演習の実施にあたり、
糸魚川市タイムライン（案）を活用した。

平成28年5月30日現在

河川名
タイムライン(案)を
作成している市町村

荒川 村上市　関川村

阿賀野川 新潟市　阿賀野市　五泉市

阿賀川 会津若松市

信濃川下流 新潟市　燕市

三条市　加茂市　田上町

信濃川 長岡市　十日町市　燕市

魚沼市　南魚沼市　小千谷市

千曲川 千曲市　長野市

関川 上越市

姫川 糸魚川市

黒部川 黒部市　入善町

常願寺川 富山市　立山町

神通川 富山市

庄川 高岡市　射水市　砺波市

小矢部川 高岡市　小矢部市

手取川 能美市　白山市

梯川 小松市

計 作成済：30市町村(重複除き)

■平成27年に水防法が改正されたことを受け、従来公表してきた
洪水浸水想定区域について、想定最大規模の降雨によるものへ拡充

■浸水想定区域公表状況（官報告示）
平成28年5月30日公表：阿賀野川水系、信濃川水系、関川水系
平成28年6月20日公表：黒部川水系、常願寺川水系、神通川水系、庄川水系

■浸水想定区域の公表内容
【水防法に基づく事項】

①想定最大規模降雨浸水想定区域図（浸水深）
② 〃 （浸水継続時間）
③河川整備基本方針に基づく計画規模浸水想定区域図（浸水深）

【避難計画検討に必要な情報】
④想定最大規模降雨 家屋倒壊等氾濫想定区域図（氾濫流）
⑤ 〃 〃 （侵食）
⑥想定最大規模降雨浸水想定区域図（浸水深）（参考図）（支川等溢水考慮等）
⑦最大流速想定図（想定最大規模降雨） ※

⑧最短到達時間想定図（想定最大規模降雨） ※
※急流河川のみ作成

■閲覧方法
北陸地方整備局及び事務所で図面を閲覧が可能
また、ホームページでも閲覧が可能
（http://www.hrr.mlit.go.jp/river/hanran/frame1.html）

■浸水想定区域図は、水防管理者である市町村長へ通知され、
洪水予報の伝達方法、避難場所等を記載した「洪水ハザードマップ」
作成のための基礎情報として活用

■まちの中にある電柱等に、想定浸水深と最寄りの避難所を表示
した「まるごとまちごとハザードマップ」の整備を支援

まるごとまちごとハザードマップ
（新潟県三条市）

想定最大規模降雨等の浸水想定区域図の公表、洪水ハザードマップへの支援

阿賀野川洪水浸水想定区域図
想定最大規模降雨浸水深

阿賀野川洪水浸水想定区域図
想定最大規模降雨浸水継続時間

水害ハザードマップの地図面の例
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排水ポンプ車等の災害対策車両の配備

■災害対策機械の配備

迅速に広域的な災害対応を行うため、管内の３つの防災拠
点に防災センターを設置し、要請を受けた事務所の最寄りの
センターから災害対策機械を出動させ防災活動を行います。

また、管内の市町村への災害支援を強化するため、管内９
河川事務所に排水ポンプ車、照明車を配備しています。

H25.8.23かほく市への支援活動状況

■排水ポンプ車出動実績 ■照明車出動実績

※他地整応援（H23.3東日本大震災、H23.9近畿河道閉塞）は、含んでいない

■北陸地方整備局 災害対策用機械一覧表

排水

ポンプ車
照明車

対策

本部車

衛星

通信車

K-COSMOS

通信車

待機

支援車

情報

収集車

橋梁

点検車

応急

組立橋

遠隔操縦
対応型

バックホウ

分解組立
・遠隔操

縦対応型

バックホウ

災害対策
用人員

輸送車

遠隔操縦
対応型

ラフター

クレーン

計

1 1 2
1 1 2
3 3 6
2 2 4
4 4 8
4 4 8
6 6 12
3 3 6
4 4 1 9

新潟防災ｾﾝﾀー 4 4 2 2 1 2 1 1 1 1 1 20
上越防災支援ｾﾝﾀｰ 3 2 1 1 2 1 1 1 1 13
富山防災ｾﾝﾀー 4 3 1 1 3 1 2 1 1 1 18

39 37 4 4 1 7 3 3 3 2 1 3 1 108計

北陸技術
事務所

高田河川国道事務所

千曲川河川事務所

富山河川国道事務所

金沢河川国道事務所

配備場所

羽越河川国道事務所

阿賀野川河川事務所

阿賀川河川事務所

信濃川下流河川事務所

信濃川河川事務所

40
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年次 出動回数 出動台数 出動延日数 主な災害

H23 3 28 107 7月新潟･福島豪雨

H24 0 0 0

H25 33 47 65 7月梅雨前線豪雨（梯川）

H26 4 9 28

H27 1 18 70 9月関東･東北豪雨

年次 出動回数 出動台数 出動延日数 主な災害

H23 5 31 112 7月新潟･福島豪雨

H24 0 0 0

H25 27 39 64 7月梅雨前線豪雨（梯川）

H26 4 8 33

H27 1 13 61 9月関東･東北豪雨

■出水期を迎えるにあたり、洪水による水害から守るため、関係機関の総力を結集し、水防技術の向上を図る
とともに、昨年12月に策定した「水防災意識社会再構築ビジョン」も踏まえ、地域社会における水防の重要性
の認識を高めることを目的とし、関係機関のほか災害協力団体や地域住民の参加した総合的、実践的な訓練と
して、総合水防演習を毎年実施。

①開催日時 平成28年5月21日（土） 8:30～12:50 
②開催場所 姫川右岸（新潟県糸魚川市寺島地先）
③演習内容 水防工法訓練、救難救助訓練、車両輸送訓練、湛水排除訓練、土砂災害調査訓練、 交通規制

訓練、他

北陸地方整備局長

開会式

実施した主な演習

水管理・国土保全局次長（国土交通大臣代理）、

北陸地方整備局長、新潟県副知事による挨拶

河川部長 地元小学生代表

閉会式

河川部長による講評、糸魚川市長による挨拶の後、

地元小学生による演習体験レポート報告を実施

■ 水防工法訓練 ■ 関係機関との連携による総合的な訓練

月の輪工

消防団による流域の特性にあった実践的な水防工法

総合水防演習の実施（平成28年度：姫川・関川）

水管理・国土保全局次長 新潟県副知事

川倉工

地域住民による自衛水防活動
（三角水のう、土のう積み）

寺島地区・上刈自主防災会

北陸地整河川部・松本砂防
事務所による土砂災害を想
定したTEC-FORCE隊出動訓練

高田河川国道事務所による国道
８号線通行規制・道路啓開訓練

土砂災害の発生を想定した
陸上自衛隊による救援物資搬送
（大型輸送ヘリ、高機動車）

ヘリによる水難者の

吊り上げ救助訓練
(新潟県消防防災航空隊

・海上保安本部)

■ 体験コーナー

土のうつくり体験

流速体験

糸魚川市長
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■大規模自然災害発生時に、被災した地方公共団体等の災害復旧活動に対して、被災状況調査や技術的な応援を
円滑かつ迅速に実施するため、平成20年5月にTEC-FORCE（Technical Emergency Control Force）を発足しました。北
陸地方整備局では、度重なる自然災害を通じて培った災害対応のノウハウや技術で今後も円滑な災害復旧を応援し
ていきます。
（TEC-FORCE隊員は全国の地方整備局を主体に7,728名を登録、うち北陸地方整備局は689名（H27.10現在））
■広島県広島市における被災状況調査には、北陸地方整備局として管外へ初めて女性TEC-FORCE隊員を派遣。

緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ）

・平成26年8月19日夜から20日明け方にかけて、前線の影響により広島県広島市を中心に猛烈な雨となった。広
島市安佐北区三入では、1時間降水量101.0ミリ、24時間降水量257.0ミリ（3時間降雨量217ミリ）を観測し、観測史上1
位を更新。
・各地で土砂崩落等が発生（死者74名、全壊133棟、半壊122棟）
・北陸地整は、8月21日～9月1日にかけ延べ175人･日を派遣し、現地調査及び県への調査報告を行った。

広島市安佐南区緑井

広島市安佐南区八木

【土石流による被害】

位置図

【被災状況調
査】

調査箇所
（可部・南原地区）

安倍総理

各地整隊長

H26.8.24 警察・消防・自衛
隊との合同調査 H26.8.27 広島市可部地区H26.8.30 広島県へ報告書提出

H26.8.24 広島市安佐南区
緊急安全調査

【被災状況調査】 【安倍総理激励】

・平成26年11月22日22時08分頃、長野県北部を震源とする地震が発生し、長野県長野市、小谷村、小川村で最
大震度6弱、白馬村、信濃町で震度5強を観測。
・土砂災害発生状況（土砂災害25件、人的被害無、全壊1棟、半壊8棟）※H26.12.01時点
・北陸地整は、11月22日～12月5日にかけ延べ290人･日を派遣し現地調査及び自治体への調査報告を行った。

点検結果に関する説明会 長野市長への報告(長野市役所)

小谷村長への報告(小谷村役場)

白馬村長への報告(白馬村役場)

土尻川砂防事務所管内調査状況姫川砂防事務所管内調査状況

【緊急点検範囲】

使用したＵＡＶ

【H２６】

２8



緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ）

現地調査状況

白山による緊急物資輸送

赤丸：空中写真の判読により崩壊を確認
紫○ ：緊急度の高い危険箇所（崩壊を確認）
水色：緊急度の高い土砂災害危険箇所

被害状況について、
住民の聞き取りを行いながらの調査

宇城市へ報告書提出熊本市へ報告書提出

・平成27年9月の台風第18号及び第17号による大雨等で被災した茨城県常総市、宮城県大崎市、福島県南会津町
において、排水作業、被災状況調査を実施するため、9月10日～9月18日までの間のべ204人･日のTEC-FORCE（緊
急災害対策派遣隊）を派遣した。
・常総市、大崎市においては、緊急排水を行うことを目的に、建設業協会との協定等に基づき、排水ポンプ車13
台、照明車11台を派遣し、計6箇所の排水作業を実施。

【H２７】

【H２８】

・平成28年4月14日21時26分頃、熊本県熊本地方を震源とする地震が発生し、最大震度7を観測、土砂災害等が発
生（土石流等57件、地すべり10件、がけ崩れ123件）、土砂災害による死者数9名 ※H28.6.7時点
・北陸地整は、4月16日～5月6日までの間延べ536人･日を派遣。

茨城県常総市 現地調査状況

茨城県常総市 現地調査状況

茨城県常総市 排水作業状況

茨城県常総市 排水作業状況

宮城県大崎市 排水作業状況

宮城県大崎市 排水作業状況

調査結果とりまとめ

高度技術指導班（土砂災害対策ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

被災状況調査班（砂防）
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６）水防災意識社会 再構築ビジョン

水防災意識社会 再構築ビジョンについて

住民目線のソフト対策

水防災意識社会 再構築ビジョンに基づく減災に係る取り組み

阿賀野川大規模氾濫に関する
減災対策協議会

住民等を含む共同点検の状況
阿賀野市（阿賀野川） 各協議会の取組内容はＨＰから

ご覧になることができます。

北陸地整ホームページ

平成27年9月関東・東北豪雨では、記録的な大雨により鬼怒川の堤防が決壊しました。この災害を
踏まえ、施設では守り切れない大洪水は必ず発生するとの考えに立ち、社会全体で洪水に備える
ため、｢水防災意識社会 再構築ビジョン｣を策定しました。
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Ⅳ-2．北陸治水事業の重点施策【環境】

・自然再生事業実施中の河川

平成２４年８月

①平水位時に
冠水する高さ

②最低年１回程度
冠水する高さ

掘削前の状況：河道内に外来
種アレチウリやハリエンジュ
等が繁茂

掘削後約3年5ヶ月の状況：クサヨ
シ等の在来種が繁茂し、外来種は
見られない（掘削後６回冠水）

年１回程度の冠水高で掘削した直
後の状況

河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本

来有している生物の生息・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・形成するため、「多自然川づく

り」をすべての川で取り組みます。

「自然再生事業」の推進により、失われつつある個々の河川特有の本来あった河川環境の再生・

改善を図ります。

護岸前面に巨石を配置

・多自然川づくりの事例（阿賀川 船底型河道形成によるエコトーンの再生）

・自然再生事業の事例（千曲川 冠水頻度を高めた河道掘削）

１）自然再生事業

水系名 河川名 事業内容

荒川 荒川 「たんぽ」（湧水ワンドの地域呼称）の再生・改善

阿賀野川 阿賀野川 ワンド等湿地の再生・改善

阿賀川 船底型河道による礫河原の再生

信濃川 千曲川 冠水頻度を高めた河道掘削による外来種対応

黒部川 黒部川 河原環境や安定的な瀬･淵の整備･保全

神通川 神通川 サクラマスを指標種とした瀬、淵等の再生
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河川・渓流における土砂移動、沿岸漂砂、掘削土砂の活用等の技術開発を推進するとともに、関係
機関との事業連携のための方針の策定など各事業間の連携を図り、山地から海岸までの土砂の
流れを改善し、海岸侵食の抑制や河川環境の改善等を実現します。

連携方針に基づく土砂動態解明、影響予測の技
術的な検討を深め、実践していくための実施計画
と位置づけ。

※代表河川で計画策定に向け検討中

【記述する内容（案）】
・流砂系における土砂動態の定量把握
・具体的な改善目標
・具体的な改善対策
・事業計画（行程表）
・モニタリング計画（対策の効果検証）

●総合土砂管理の管理計画の作成

●総合土砂管理の連携方針の作成

総合的な土砂管理実施における重点流砂系に指

定されている黒部川、手取川、常願寺川について、
流砂系全体での問題の構図（問題発生のシナリ
オ）を導き出し、その妥当性を明確にした上で、対
策（新たに必要な調査を含む）のシナリオを連携方
針として整理。

総合的な土砂管理の推進

◆砂防事業
・ダムで通過できる粒径を考慮した施設配置（透過型砂防堰堤の整備）
・測量、河床材料調査等のモニタリング

◆ダム事業
・宇奈月ダム及び出し平ダムによる連携排砂・通砂の実施
・堆砂測量、粒度調査等のモニタリング

◆河川事業
・局所洗掘対策、海岸への土砂供給改善のための適切な河道内土砂
管理（急流河川対策、河道掘削等）
・横断測量、河床材料調査、流砂量調査等のモニタリング

◆海岸事業
・海岸保全施設による侵食対策（離岸堤、副離岸堤等）
・河川事業等と連携したサンドバイパスによる養浜の実施
・深浅測量、底質調査等のモニタリング

■黒部川流域の総合土砂管理

根固工

縦工

連携排砂・通砂の実施

宇奈月ダム

出し平ダム

縦工による急流河川対策透過型砂防堰堤の整備

問題解決を総合土砂管理の”連携方針と管理計画”の2段階の計画体系で推進

流砂系

土砂の量と質

に関するモニ

タリング

総合土砂管理のイメージ図

透過型砂防えん堤

砂利採取計画

や排砂計画へ

反映

【砂防】

土砂災害の防止

下流への土砂供給

排砂ゲート付きダム

えん堤【ダム】

ダム機能の維持

下流への土砂供給

【海岸】

侵食対策の実施

人工リーフ

砂利採取・河道管理

【河川】

河床変動を把握

管理河床を維持
※黒部川、手取川、常願寺川を代表河川として整理済

２）総合土砂管理

生地有脚式離岸堤

海岸保全施設による侵食対策
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１）かわまちづくりの推進

Ⅳ-3．北陸治水事業の重点施策【暮らし・活力】

２）ミズベリング（水辺のオープン化）

○信濃川やすらぎ堤では、平成２８年
７月２日から、民間事業者による１１
店舗の飲食店の営業がスタート。

北陸管内「かわまちづくり」支援制度

【H21.5登録分】

・高瀬・湯沢地区かわまちづくり（荒川）

・新潟市かわまちづくり（阿賀野川・通船川）

・佐野目地区かわまちづくり（阿賀川）

・蓮潟地区かわまちづくり（信濃川中流）

・長沼地区かわまちづくり（千曲川）

・雄神地区かわまちづくり（庄川）

・金沢地区かわまちづくり（犀川・浅野川）

【H21.8登録分】
・上須頃地区かわまちづくり（信濃川下流）

【H22.9登録分】
・見附地区かわまちづくり（刈谷田川）

・寺島地区かわまちづくり（姫川）

【H28.3登録分】
・信濃川やすらぎ堤かわまちづくり（信濃川下流）

「かわまちづくり支援制度」は、地域の景観、歴史、文化及び観光基盤などの「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」
を活かし、市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理者の連携の下、河川空間とまち空間が融合した良好な空間
形成を目指す取り組みを支援するもので、水管理・国土保全局長が登録を行います。

北陸地方整備局管内では、平成２２年９月までに１０地区のかわまちづくり計画が支援制度に登録され、整備を完
了しています。

平成２８年３月、「信濃川やすらぎ堤かわまちづくり計画」が新規に登録され、新潟市と連携しながら、更なる水辺の
賑わい創出を目指し、ハード・ソフトの両面から取り組みを進めています。

佐野目地区かわまちづくり（阿賀川）
河川空間と道の駅を一体に整備し、地域の活性化に寄与

ミズベで乾杯

まちなかアウトドア

かつての賑わいを失ってしまった日本の水辺の新しい活用の可能性を、創造していくプロジェクトです。
ミズベリングは「水辺＋RING（輪）、「水辺＋R（リノベーション）＋ING（進行形）」の造語。水辺に興味をもつ市民や
企業、そして行政が三位一体となって、水辺とまちが一体となった美しい景観と、新しい賑わいを生み出すムーブメントをつ
ぎつぎと起こしていきます。

ミズベリン
グとは

ミズベリング信濃川やすらぎ堤のこれまでの経緯
・H27.１月～：ミズベリング信濃川やすらぎ堤会議開催
・H27.３月～：やすらぎ堤デザイン検討委員会（４回開催し終了）
・H28.２月：都市・地域再生等利用区域の指定。

（民間事業者の店舗営業が可能になる）
・H28.３月：かわまちづくり支援制度に登録。

（計画的なハード整備に向けた動き）
・H28.４月： 民間店舗営業事業者の公募開始（新潟市）
・H28.７月： 民間店舗の営業開始

黒部川でも 「ミズベリング Kurobe River 」設立
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３）まちづくりと一体となった河川改修

梯川 まちづくりと一体となった河川改修

川づくり（国土交通省）、道づくり（石川県）、まちづくり（小松市）が三者一体となって進めることによ

り「小松天満宮を核とした個性豊かな歴史・文化のまちづくり」を目指します。
梯川の市街地区間では、国指定の重要文化財「小松天満宮」があり、地域のシンボルとなっている

ことから、分水路方式による河川改修を平成１３年度から着手しています。平成２８年度に分水路へ
の通水を目指します。

国（梯川直轄河川改修）

●道づくり
石川県（県道小松根上線）

●まちづくり
小松市（まちづくり総合支援事業）

＜事業の役割分担＞

梯
川

小松大橋

分水路計画による小松天満宮周辺

まちづくり
（小松市）

まちづくり
（小松市）

川づくり
（国土交通省）

道づくり
（石川県）

梯川

小松

天満宮

小松大橋

4）地域との連携による河川・海岸管理
河川協力団体及び海岸協力団体について

桜
並
木
の
剪
定

河
川
環
境
学
習

海
浜
植
物
の
植
栽

自発的に河川・海岸の維持、環境の保全等に関する活動を行う団体を支援し、河川・海岸管理のパートナーとして
各現場での管理の充実を図ることを目的として、北陸地方整備局管内では河川協力団体として１６団体を、海岸協
力団体として２団体を指定しています。（平成28年3月現在）

なお、海岸協力団体については、全国で初の指定となっています。

海
岸
保
全
施
設
の
点
検

海岸協力団体河川協力団体
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１．住民の避難にも活用できる河川堤防等の整備の促進

河川堤防や河川防災ステーション等が、一時的な避難場所・避難路としても活用が見込まれる場合に、その機能も有効に発揮できる整
備を実施する。

２．地域の産業・経済の活性化等を支援する治水対策の推進

地域の治水安全度の向上を通じ、ストック効果を地域に再現させるため、地域の産業・経済の活性化等を支援する治水対策を重点的に
実施する。

Ⅴ．地域の発展に寄与する治水事業
治水事業は水害や土砂災害の防止による地域の安全・安心の川づくりに寄与するのみならず、地域の経済活動や国民生
活の向上にも寄与しています。国土交通省の治水事業では、平成28年度から以下の新制度を実施しています。

□ 河川堤防や河川防災ステーション等が、一時的な避難場所・避難路としても活用が見込まれる場合、その機能も有効に発揮できる整備を実施する。

□ 信濃川下流一帯はゼロメートル地帯が広がり、堤防が決壊した場合甚大な被害となる恐れあり。
□ 今後、新潟市の防災業務計画に、沿川住民の洪水時の一時避難場所として、現在整備中の天野地区河川防災ステーションが位置付けられる見込み。
□ 防災ステーション整備に合わせ、最短避難路となる法面に階段を設置し、住民の迅速な避難を支援する。

事例① 信濃川下流（天野防災ステーション）

■１．住民の避難にも活用できる河川堤防等の整備推進

県名 市町村名 河川名 箇所名

新潟県 新潟市 信濃川下流 天野地区（防災ステーション） 事例①

■２．地域の産業・経済の活性化等を支援する治水対策の推進

県名 市町村名 河川名 箇所名

新潟県 新潟市 信濃川下流 やすらぎ堤 事例②

富山県 黒部市 黒部川 下立地区（侵食対策） 事例③

富山県 富山市 常願寺川 朝日地区（侵食対策） 事例④

長野県 長野市・須坂市 千曲川 屋島・福島地区（築堤） 事例⑤
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□ 地域の治水安全度の向上を通じ、ストック効果を地域に発現させるため、地域の産業・経済の活性化等を支援する治水対策を重点的に実施する。

事例③ 黒部川（下立地区）

□ 地域の治水安全度の向上を通じ、ストック効果を地域に発現させるため、地域の産業・経済の活性化等を支援する治水対策を重点的に実施する。

事例② 信濃川下流（やすらぎ堤）

新潟市の中心市街地を流れる信濃川本川下流では、昭和62年より洪水に

よる被害を防ぐことに加え、良好な水辺環境の創出に配慮した緩やかな斜
面の堤防（やすらぎ堤）整備を推進。
H28.2.25「都市・地域再生等利用区域」を指定、H28.3.28「かわまちづくり支
援制度」登録

新潟市による「やすらぎ堤緑地」などの周辺整備とも連携し、「水の都新潟」
のシンボル的な空間として、今後さらなる賑わい創出を目指す。

●新潟市長のコメント
「新潟市の東西を結びつける萬代橋、そして
そこから水辺の賑わいが広がるということで、
新潟の楽しみ方が大きく魅力が倍増するので

はないかと期待している。」
「都市・地域再生等利用区域」指定書伝達式にて（H28.2.25）

黒部川は全国有数の急流河川であり、洪水による侵食で堤防が決壊した場合、黒部市一帯で浸水被害が発生す
る恐れあり。沿川では、全国有数のファスナー、建材メーカーの生産拠点が多数立地し、多くの雇用を創出。

今後概ね５年で堤防の侵食対策を完成させることで、洪水に対する安全性が向上し、地域の産業・経済の更なる
発展、活性化を支援。
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□ 地域の治水安全度の向上を通じ、ストック効果を地域に発現させるため、地域の産業・経済の活性化等を支援する治水対策を重点的に実施する。

事例④ 常願寺川（朝日地区）

事例➅ 河川、道路、自治体の三者連携による地域活性化への取り組み

□ 地域の治水安全度の向上を通じ、ストック効果を地域に発現させるため、地域の産業・経済の活性化等を支援する治水対策を重点的に実施する。

常願寺川は全国有数の急流河川であり、洪水による侵食で堤防が決壊した場合、富山市一帯で浸水被害が発生する恐れ。

富山市では市街地に政治・経済・産業拠点を集積する「富山市コンパクトシティ」の取り組みを推進しており、市街地の重要性が高
まっており、今後概ね５年で堤防の侵食対策を完成させることで、洪水に対する安全性が向上し、地域の産業・経済の更なる発展、
活性化を支援。

千曲川の堤防は、長野市、須坂市内の一部区間で高さや断面が不足。

沿川では世帯数の増加や工業地帯の整備が進んでおり、今後概ね５年で堤防整備を完成させることで洪水に対する安全性が向上
し、地域の産業・経済の更なる発展、活性化を支援。
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④新潟海岸 金衛町工区

③阿賀野川 下里地区

⑨芋川地区地すべり対策

⑤信濃川下流 関屋分水路・山島新田地区

⑪関川 高田地区

①荒川 神林地区

⑦信濃川 大河津分水路

Ⅵ．県別の主な治水事業

新潟県内の主要事業

⑫姫川 西中地区

① 荒川 自然再生事業
（神林地区）
新潟県村上市

新潟県 主要事業一覧

荒川では、羽越水害以降、新潟県の絶滅危惧Ⅰ類であるトミヨ等を
はじめとした貴重な水生生物の成育に必要な河川環境となる「たんぽ
（湧水ワンドの地域呼称）」が減少・悪化しています。
本事業は「たんぽ」を再生・改善することで、荒川らしい多様な河

川環境を創出します。
［ 平成28年度： たんぽの改善を推進 ］

②大石ダム

⑩三国川ダム

⑥信濃川下流 天野地区

たんぽの改善箇所（神林）

平面図

かみはやし

② 大石ダム 堰堤維持事業
新潟県岩船郡関川村

⑧信濃川水系(砂防) 三国川中流域土砂対策

大石ダムは、洪水調節及び発電を目
的として、昭和53年に建設された、北
陸地方整備局で管理をしている一番古
いダムです。
ダム管理支所下方の法面において、

小規模な地すべりが生じているため、
法面補修や情報表示盤の更新を行うな
ど、適切な維持管理に努めます。
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⑪ 関川 河道掘削
（高田地区） 新潟県上越市

⑤ 信濃川下流 平成２３年７月新潟・福島豪雨対応

（関屋分水路地区、山島新田地区） 新潟県新潟市、加茂市

③ 阿賀野川 平成２３年７月新潟・福島豪雨対応
（下里地区） 新潟県阿賀野市

下里地区

阿賀野川右岸の下里地区は、平成
23年7月新潟・福島豪雨出水におい
て、洪水時の水位がＨＷＬを超過し
ました。また、右岸羽越線橋梁部で
は出水時に水防活動を実施しており
早期の整備が必要となっています。
このため、洪水を安全に流すこと

を目的に、堤防整備を計画的に実施
していきます。

関屋分水路

浜浦橋

堀割橋

信濃川下流では、平成23年7月新潟・

福島豪雨により、本川の保明新田から

五十嵐川合流点までの区間で、計画高

水位(HWL)を超過したほか、刈谷田川合

流点上流の無堤区間においてはん濫が

発生しました。

関屋分水路の河床や山島新田地区の

高水敷を掘削することにより、HWLを超

過した区間の水位低減を図ります。

関川においては、過去に度重なる水害
を受け築堤等の整備を進めてきています
が、局所的に流下能力が不足する箇所が
生じています。
流下能力を確保するため、市街地を抱

える中流部から優先的に河道掘削を実施
しています。

⑫ 姫川 堤防強化事業
（西中地区） 新潟県糸魚川市

急流河川である姫川において、洪水
流の強大なエネルギーに対する堤防の
安全を確保するため、堤防及び河岸の
侵食対策、河床の洗掘対策等の急流河
川対策を実施します。
糸魚川市西中地区では護岸根継ぎ工

の整備を推進します。

［ 平成28年度： 河道掘削の推進 ］

［ 平成28年度： 河道掘削の推進 ］

［ 平成28年度： 河道掘削の推進 ］ ［ 平成28年度： 侵食対策の推進 ］

⑩ 三国川ダム 堰堤維持事業
新潟県南魚沼市

信濃川下流域は海岸砂丘に閉ざされ
たゼロメートル地帯の低平地であると
ともに人口・資産が集中し、氾濫する
と甚大な被害が予想されることから、
復旧活動が迅速かつ効率的な対応が可
能となるよう、活動の拠点となる河川
防災ステーションの整備を実施します。

［ 平成28年度： 河川防災ステーションの整備 ］

⑥ 天野地区 河川防災ステーション整備
新潟県新潟市

大河津分水路の河口部は、洪水を安全に流下させるための断面が
不足しており、戦後最大規模の洪水が発生した場合、計画高水位を
超過し堤防決壊のおそれがあることから、分水路を拡幅し、洪水を
安全に流します。

⑦ 信濃川 大河津分水路の改修事業
新潟県長岡市、燕市

［ 平成28年度： 山地掘削、用地取得等の推進 ］

河川防災ステー
ション整備箇所

中
ノ
口
川 信濃川

信濃川大橋

ときめき橋
新潟大橋

平成大橋

中央橋 新潟県立中央病院

新潟県立看護大学事業箇所

⑨芋川地区直轄地すべり対策事業
新潟県長岡市

芋川地区では、中越地震（平成16年
10月23日）により流域内の各所で地す
べりが発生し、これによる大規模な河
道閉塞が発生しました。
流域内では荒廃が進行しており、未

だ不安定土砂が河床に堆積している状
況にあることから、土砂災害の防止を
目的として、床固工、水路工、横ボー
リング工などの地すべり対策を実施し
ます。

［ 平成28年度： 地すべり対策の推進 ］

猫又沢川

：地すべりブロック

西中地区

④ 新潟海岸 侵食・越波対策事業
（金衛町工区） 新潟県新潟市

新潟海岸金衛町工区は、海岸侵食の
進行が著しく、災害が発生した場合、
新潟市街地への影響が甚大となる恐れ
があります。
このことから、広域にわたる侵食制

御と砂浜の安定を図るため、直轄海岸
保全施設整備事業により抜本的な保全
対策を実施しています。

［ 平成28年度：人工リーフ整備の推進 ］

関屋分水路→

⑧信濃川下流水系直轄砂防事業（三国川中流域土砂災害対策）

新潟県南魚沼市

三国川中流域では、平成23年7月新
潟・福島豪雨により土石流が発生し、
下流一帯が災害に見舞われました。本
流域内には、依然大量の不安定な土石
流堆積物が堆積しており、集中豪雨等
で再度災害の発生が懸念されています。

砂防堰堤群の整備により再度災害を
防止し、基幹道路等の保全を行い下流
域における土砂災害に対する安全度を
向上させます。

［ 平成28年度： 砂防堰堤整備の推進 ］
五十沢川

渓流保全工

蛭窪第2号砂防堰堤

蛭窪第1号砂防堰堤

三国川ダムは、洪水調節、水道用水
の供給及び発電を目的として、平成５
年に建設されました。
下流河川環境のモニタリングや、管

理用発電施設の更新等を進め、適切な
維持管理に努めます。
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⑧庄川 新湊地区

④黒部川水系（砂防） 黒薙川砂防堰堤群

⑦神通川 田屋地区

①下新川海岸 吉原地区

⑥常願寺川水系（砂防） 湯川上流砂防堰堤群

⑨利賀ダム建設事業

富山県内の主要事業

②黒部川 下立地区

⑤常願寺川 朝日地区

⑩小矢部川 高田島地区

③宇奈月ダム
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富山県 主要事業一覧

神通川支川井田川の支川合場川の合
流点は弱小堤となっており、近年、沿
川の地区は宅地化が進んでいることか
ら、洪水氾濫が発生した場合には甚大
な被害が予想されます。

このため、治水安全度の向上を目的
に、井田川と合場川の合流点処理事業
として堤防整備等を推進します。

④ 黒部川水系直轄砂防事業（黒薙川砂防堰堤群）
富山県黒部市

⑦ 神通川 弱小堤対策事業
（田屋地区） 富山県富山市

⑥ 常願寺川水系直轄砂防事業（湯川上流砂防堰堤群）
富山県富山市、中新川郡立山町

⑧ 庄川 弱小堤対策事業
（新湊地区） 富山県射水市

常願寺川流域は、脆弱な火山噴出物
と、崩壊土が上流域に不安定な状態で
堆積しており、大規模な出水が発生し
た際は、富山平野の沿川地域に甚大な
被害が発生することが懸念されます。
荒廃が著しい立山カルデラからの土

砂流出を抑制するために、湯川上流砂
防堰堤群の整備を推進します。

黒部川流域は、急峻な地形や脆弱な
地質による崩壊の多発地帯であり、急
流河川、多雨・多雪の気候条件と相
まって、大量の土砂が流出しやすい条
件を有しています。

このため、沿川の地域及び地域経済
を担う上流域の観光資源や公益施設等
を土砂災害から守るために、土砂災害
対策を推進します。

空港線

高田橋

井田川

合
場
川

白岩砂防堰堤

立山砂防事務所

真川

湯川

水谷出張所

湯川上流砂防堰堤群

庄川堤防の整備状況

黒薙駅

二見駅

至 宇奈月
至 欅平

黒薙川第2号下流砂防堰堤

② 黒部川 堤防侵食対策事業
（下立地区） 富山県黒部市

⑤ 常願寺川 堤防侵食対策事業
（朝日地区） 富山県富山市

⑩ 小矢部川 河川改修事業
（高田島地区） 富山県高岡市

黒
部
川

黒部川は、日本でも有数の急流河川
であり、洪水時の流れが速く、土砂を
含んだ洪水流が流下し、氾濫を繰り返
してきました。下立（おりたて）地区
は、水衝部であるうえ、堤防が決壊し
た場合、黒部市の中心市街地及び工場
地帯等に甚大な被害が予想されます。
そのため、堤防の侵食対策を計画的

に実施します。

常願寺川は日本でも有数の急流河川
であり、洪水による洗掘、侵食量が大
きく、乱流・偏流が激しい流路が不安
定な河川です。
このため、洗掘、侵食に対する安全

度（河道内評価）が低い箇所及び背後
資産の大きい箇所について、急流河川
対策を実施し、治水安全度を向上させ
ます。

小矢部川は蛇行河川であり、過去から
氾濫を繰り返してきた河川です。当該箇
所は、浸透で危険と判断された箇所であ
り、洪水を安全に流すことができない状
態にあります。

このため、小矢部川において、堤防の質
的整備を実施し、治水安全度の向上を図
ります。

庄川は、砺波・射水平野を貫流する
急流河川であり、ひとたび氾濫すると
広範囲に甚大な被害が発生します。下
流部は流下能力が大きく不足しており、
下流部右岸堤防は、洪水を安全に流す
ことのできない弱小堤となっています。
このため、治水安全度の向上を目的

に、堤防整備等を実施します。

［ 平成28年度： 縦工整備の推進 ］

［ 平成28年度： 堤防整備の推進 ］ ［ 平成28年度： 堤防整備の推進 ］

［ 平成28年度： 浸透対策等の推進 ］

［ 平成28年度： 砂防堰堤群整備の推進 ］

［ 平成28年度： 砂防堰堤群整備の推進 ］［ 平成28年度： 根継護岸工整備の推進 ］

③ 宇奈月ダム 堰堤維持事業
富山県黒部市

宇奈月ダムは洪水調節、水道用水の供
給及び発電を目的として、平成13年度よ
り管理を開始し、出し平ダム（関西電
力）との連携排砂を実施しています。
土砂流出の激しい黒部川において、ダ

ムの機能を維持し、下流の河床低下や海
岸侵食の影響を抑制するため、ダムへの
流入土砂をできるだけ自然に近い形で下
流へ流下させています。
引き続き機能維持を図るため、適切な

維持管理に努めます。

常
願
寺
川

富立大橋
事業箇所

高田島地区

⑨ 利賀ダム建設事業
富山県南砺市

利賀ダムは、庄川の洪水防御、流水
の正常な機能の維持､および工業用水の
供給を目的とした事業です。（現在検
証中）
平成５年度から建設事業に着手し、

これまでに用地取得、付替道路工事な
どを実施しており、現在は生活再建の
ための付替道路工事などを実施してい
ます。

［ 平成28年度： 生活関連道路工事、水理水文調査等 ］
庄川橋梁上部工事状況

庄川

① 下新川海岸 越波・浸水対策事業
（吉原地区） 富山県入善町

下新川海岸は、平成20年2月24日の
高波被害において、直立堤や離岸堤等
の海岸保全施設が被災し、越波により
背後地の家屋に浸水被害が発生しまし
た。
このため、離岸堤，副離岸堤等の海

岸保全施設を整備することにより、背
後の住宅密集地を越波、浸水から守り
ます。

入善町吉原地区 ［ 平成28年度： 副離岸堤整備の推進 ］
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⑤甚之助谷地区地すべり対策

⑦梯川 天神地区

⑥石川海岸 小松工区

石川県内の主要事業

①手取川 湊地区

②手取川 灯台笹地区

④手取川水系（砂防） 柳谷中流砂防堰堤群

③手取川ダム

⑧梯川 白江地区
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石川県 主要事業一覧

② 手取川 河川改修事業
（灯台笹地区） 石川県白山市

平成２７年に発生した関東･東北豪
雨を踏まえ、決壊までの時間を少しで
も引き延ばすような対策を実施します。
灯台笹地区では、堤防天端をアス

ファルトで保護し堤防への雨水の浸透
を抑制するとともに、越水した場合に
は法肩部の崩壊の進行を遅らせること
により、決壊までの時間を引き延ばし
ます。

［ 平成28年度： 堤防天端舗装の推進 ］

① 手取川 河道掘削事業
（湊地区） 石川県白山市

手取川下流部は、十分な河道断面
を確保されておらず、洪水氾濫によ
り甚大な被害が発生する恐れがあり
ます。
湊地区では平成20年度より河道掘

削を実施しており、今年度も引き続
き、土砂堆積状況についてモニタリ
ングを行いながら河道掘削を実施し
ます。

［ 平成28年度： 河道掘削、橋脚保護の推進 ］

③ 手取川ダム堰堤維持事業

石川県白山市

⑦ 梯川 河川改修
（天神地区） 石川県小松市

［ 平成28年度： 堤防整備の推進 ］

梯川は小松市街地を貫流する都市
型河川であり、氾濫域に人口、資産
等が集中しているにも関わらず、流
下能力が著しく不足しています。
このため、小松・牧地区において、

小松天満宮（国指定重要文化財）を
現位置に保全する分水路方式による
整備を実施することで、流下能力の
向上を図ります。

⑤ 甚之助谷地区直轄地すべり対策事業
石川県白山市

甚之助谷地すべりは、手取川の源流
における大規模な地すべりで、現在も
年間10ｃｍを超える移動を観測してい
ます。
土砂災害の防止を目的として、甚之

助谷地すべりの移動を抑制するために
集水ボーリング、集水井、排水トンネ
ルなどの地すべり対策を実施します。

別
当
谷

赤
谷

白
山

別
当
大
崩
れ

地すべり防止区域
地すべりブロック

別当出合

甚
之
助
谷

柳
谷

室堂

万才谷排水トンネル

登山道（砂防新道）

左岸大規模

万
才
谷

中
間
尾
根

別当出合吊り橋（登山道）

④ 手取川水系直轄砂防事業（柳谷中流砂防堰堤群）
石川県白山市

手取川水系牛首川上流の柳谷は、渓
岸の崩壊・浸食が著しく、河床には過
去の土石流などによる不安定土砂が堆
積しており、既設砂防堰堤の一部は損
傷・埋塞しています。
大規模な土砂流出を抑制することに

より、別当出合の白山登山・観光の拠
点施設及び白峰集落など下流の保全対
象を土砂災害から守ります。

［ 平成27年度： 砂防堰堤整備の推進 ］

別当谷

柳谷

細谷

柳谷第36号砂防堰堤

柳谷第32号砂防堰堤

柳谷第10号砂防堰堤

柳谷第20号砂防堰堤

柳谷第35号砂防堰堤

柳谷第34号砂防堰堤

柳谷第33号砂防堰堤工事用道路
L=1,260m

左支渓上部の崩壊地

⑧ 梯川 河川改修
（白江地区） 石川県小松市

［平成28年度 護岸整備の推進］

梯川は小松市街地を貫流する都市型
河川であり、氾濫域に人口、資産等が
集中しているにも関わらず、流下能力
が著しく不足しています。
これまで、白江大橋下流の引堤によ

る堤防整備が概成したことから、引き
続き、河道掘削を行い、治水安全度の
向上を図ります。

小松天満宮

梯川

小松大橋

天神水管橋

手
取
川

施工箇所

JR手取川鉄橋

美川大橋

北陸自動車道 手取川橋

［ 平成28年度： 地すべり対策の推進 ］

⑥ 石川海岸 侵食・越波対策事業
（小松工区） 石川県小松市

石川海岸小松工区は、侵食が著しく、
毎年のように護岸等の被災を受けてい
ます。
そのため、平成16年度から海岸保全

施設整備事業により抜本的な保全対策
を推進しています。

北陸自動車道

安宅PA
小松鉄工団地

安宅新町

人工リーフ

［ 平成28年度： 人工リーフ整備の推進 ］

手取川ダムは、洪水調節、水道用
水・工業用水の供給及び発電を目的と
して、昭和55年に建設されました。
ダム総合点検により確認された洪水

吐コンクリートの補修を行い、ダムの
安全性及び機能を保持するとともに、
適切な維持管理に努めます。
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東北地方整備局管内

北陸地方整備局管内

②飯豊山系（砂防） 杉立沢土砂流出対策

山形県内の主要事業

山形県 主要事業一覧

①横川ダム 堰堤維持事業
山形県西置賜郡小国町

飯豊山系（荒川流域）上流の杉立沢で
は、地すべり性の崩壊に伴い河道閉塞が
生じています。今後の出水により土砂流
出が発生した場合、直下流にある国道
113号やJR米坂線をはじめとした荒川流
域への被害が懸念されるため、砂防堰堤
の整備を推進します。

②飯豊山系直轄砂防事業（杉立沢土砂流出対策）
山形県西置賜郡小国町

JR米坂線

杉立沢

杉立沢砂防堰堤

［ 平成28年度： 砂防堰堤整備の推進 ］

①横川ダム

横川ダムは、洪水調節、工業用水の供
給及び発電を目的として、平成20年に
建設された、北陸地方整備局管理の中で
一番新しいダムです。
ダム制御装置の部分更新を行い、ダム

の安全性及び機能を保持するとともに、
適切な維持管理に努めます。
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東北地方整備局管内

北陸地方整備局管内

①滝坂地区地すべり対策 ②阿賀川 長井地区

福島県内の主要事業

福島県 主要事業一覧

③ 大川ダム 堰堤維持事業
福島県会津若松市

① 滝坂地区直轄地すべり対策事業
福島県耶麻郡西会津町

滝坂地すべりは、福島県西会津町の
新潟県境近くに位置し、150haの面積
を有する国内最大級の地すべりです。
地すべりが活発化した場合、阿賀川

の河道閉塞に伴う湛水により国道49号
を含め、西会津町、喜多方市等が甚大
な被害を受ける等、下流沿川地域も含
めて広範囲に被害が想定されることか
ら、重点的に地すべり対策を実施して
います。

［ 平成28年度： 地すべり対策の推進 ］

阿賀川直轄管理区間の最下流部は狭窄

部のため、会津盆地の水害の原因となっ

ており、昭和57年9月、平成14年7月洪水

時には内水はん濫及び漏水等の被害が発

生しました。

このため、平成21年度から、狭窄部上

流の水位低下を図ることを目的に、河道

掘削を実施しています。

② 阿賀川 下流狭窄部 河道掘削
（長井地区） 福島県喜多方市

［ 平成28年度： 河道掘削の推進 ］

③大川ダム

大川ダムは洪水調節、かんがい、水
道用水、工業用水の供給及び、発電を
目的として昭和63年に建設されました。
平成26年から28年の3ヶ年で低水放

流設備の計画的な補修を行い、機能維
持を図ります。

実施箇所
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④信濃川上流水系（砂防）
産屋沢渓流保全工

①千曲川 戸狩地区

⑤姫川水系（砂防） 浦川上流砂防堰堤群

長野県内の主要事業

②千曲川 戸倉地区

長野県 主要事業一覧

千曲川では、砂利採取等による河床
低下によって低水路と高水敷の高低差
が拡大し、礫河原および湿性植物群落
が減少する反面、アレチウリ、ハリエ
ンジュ等の外来種が侵入・拡大し、も
ともと千曲川に生息する在来種の生息
環境が減少・悪化しています。本事業
は河道掘削を進めることで礫河原およ
び湿性植物群落の再生を図ります。

［ 平成28年度： 礫河原の再生を推進 ］

① 千曲川 立ヶ花下流無堤地・弱小堤対策の推進

（牛出栗林地区、戸狩地区 等） 長野県中野市、飯山
市

湯
滝
橋

川面地区 国道117号

戸狩地区
（河道掘削）

［ 平成28年度： 河道掘削の推進 ］

千曲川では、昭和57年、58年に連続
して発生した洪水や、近年の平成16年
10月、平成18年7月洪水の際に家屋への
浸水被害が発生しました。
洪水による浸水被害を防止するため、

戸狩地区狭窄区間の河道掘削を実施す
ることで、洪水時の水位低下を図りま
す。

① 千曲川 狭窄区間の河道掘削
（戸狩地区） 長野県飯山市

② 千曲川 自然再生事業
（戸倉地区） 長野県長野市、千曲市、坂城町

③大町ダム等再編事業

④ 姫川水系直轄砂防事業（浦川上流砂防堰堤群）
長野県北安曇郡小谷村

姫川支川の浦川流域には、明治44年8月
の稗田山大崩壊による大量の崩壊土砂が
現在も不安定な状態で堆積しています。
併せて上流の唐松沢においても荒廃が著
しく土砂流出が顕著なため、土砂災害発
生の危険性が非常に高い状態にあります。
このため、浦川上流砂防堰堤群は、荒

廃の著しい浦川上流域に砂防堰堤群を整
備します。

唐
松
沢

金
山
沢

浦川上流砂防堰堤群全景 ［ 平成28年度： 砂防堰堤整備の推進 ］

⑤ 信濃川上流水系直轄砂防事業（産屋沢渓流保全工）
長野県松本市

信濃川上流梓川流域は、自然環境豊か
な地域であり、特に流域内の上高地は年
間約150万人が来訪する観光地です。し
かし、上流部に活火山である焼岳及び乗
鞍岳を抱えているほか、一帯が風化によ
る荒廃が進み、大量の不安定土砂が堆積
しています。

産屋沢における土石流災害再発防止の
ため、砂防堰堤や渓流保全工を整備しま
す。

産屋沢渓流保全工全景

至；松本市街→

←至；上高地

産屋沢渓流保全工

県道上高地公園線

［ 平成28年度： 砂防堰堤及び渓流保全工整備の推進 ］

千曲川

戸倉地区 （礫河原の再生）

③ 大町ダム等再編事業（実施計画調査）
長野県大町市

大町ダム等再編事業は、平成16年、
同18年と大規模な洪水により浸水被害
が発生している千曲川の治水対策のた
め、千曲川支川高瀬川の既設ダム（大
町ダム・七倉ダム・高瀬ダム）の容量
を活用し、洪水調節機能を強化するも
のです。

［ 平成28年度： 施設検討、環境調査等 ］

大町ダム（直轄）
（昭和60年度完成）

七倉ダム（発電）
（昭和54年度完成）

高瀬ダム（発電）
（昭和54年度完成）
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中部地方整備局管内

北陸地方整備局管内

①神通川水系（砂防） 新穂高渓流保全工

岐阜県内の主要事業

神通川上流域は、北アルプスの高山性
の崩壊地や、火山性堆積物が広く分布し
ているため荒廃の著しい地域です。近年
も上流の左俣谷等において山腹崩壊に伴
う土砂流出が発生しています。
沿川の公共施設及び宿泊施設等を土砂

災害から守るとともに、同地区の景観や
親水性等に配慮した渓流保全工を整備し
ます。

①神通川水系直轄砂防事業（新穂高渓流保全工）
岐阜県高山市

左俣谷

保
全
対
象

右俣谷

保
全
対
象

新穂高ロープウェイ

恵橋

蒲田川
［ 平成28年度： 渓流保全工整備の推進 ］

神通川流域は、山腹崩壊や土石流が発
生すると同時に、高原川渓岸に繁茂した
立木が流木化することで河道内への堆積
のみならず、大量の流木が下流域まで被
害をもたらします。
このため高原川では、流木対策を進め

ているところですが、近年の土砂災害時
における流木被害等の状況を受け、一層
の推進を図ります。

②神通川水系直轄砂防事業（高原流木対策工）
岐阜県高山市

［ 平成28年度： 流木対策工整備の推進 ］

穂高岳

②神通川水系（砂防） 高原川流木対策工

岐阜県 主要事業一覧
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補助事業、社会資本整備総合交付金等　事業費

【新潟県、富山県、石川県】 （単位：百万円）

H27当初
（事業費）

H27補正
（事業費）

H28当初
（事業費）

伸率
対H27当初

6,101 158 6,887 1.13

235,346 9,507 229,033 0.97

注１：社会資本整備総合交付金等の事業費は、配分する国費をもとに推計したものであり、治水関係事業はこの内数である

注２：復興庁計上分を除く

補助（治水関係）

社会資本整備総合交付金等※

阿
賀
川

犀
川

関
川

常
願
寺
川神

通
川

長野県

新潟県

山形県

福島県富山県石川県

福井県

岐阜県

平成２８年度 北陸地方整備局所管（治水関係分）の補助、交付金予算

国から地方公共団体へ予算支援制度として、従前の「補助金」の他、「交付金」（社会資本整備総合
交付金、防災・安全交付金）があります。

交付金制度
◇社会資本整備総合交付金は、国土交通省所管の地方公共団体向け個別補助金を一つの交付金に

原則一括し、地方公共団体にとって自由度が高く、創意工夫を生かせる総合的な交付金として平成
22年度に創設。

◇防災・安全交付金は、地域住民の命と暮らしを守るインフラ再構築（老朽化対策、事前防災・減災対
策）及び生活空間の安全確保・質の向上に資する事業を集中的に支援するため、平成24年度補正
予算において創設。

主な補助・交付金事業位置

⑩
②

④

⑤

⑥

⑨
⑪

⑬

⑭
⑮
⑯

⑫

①

③Aブロック

Bブロック

胡
桃

川

一
般

県
道

良
川
・磯

辺
線

人家

⑪胡桃地区地すべり
対策事業

【富山県氷見市】

平成24年4月
波浪状況
（写真上）

ドライブウェイ
利用状況
（写真下）

⑯押水羽咋海岸侵食対策事業
【石川県羽咋市、宝達志水町】

③胎内川総合開発事業
【新潟県胎内市】

H23.7 出水、浸水範囲

①柿川床上浸水対策特別緊急事業
【新潟県長岡市】

⑧

⑦

Ⅶ．北陸管内 補助・交付金事業
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主な補助・交付金事業

箇所

番号
施行地

補助
交付金

事業名 目的
H27年度
事業内容

新潟県

① 長岡市 補助 柿川床上浸水対策特
別緊急事業

　平成２３年７月新潟・福島豪雨においては、信濃川水系柿川流域の長岡市に
おいて、家屋浸水被害が発生しました。このため、放水路等の整備を行い、治
水安全度を向上させます。

放水路、排水機場
の整備

② 南魚沼市 補助 十二沢川床上浸水対
策特別緊急事業

　平成２３年７月新潟・福島豪雨においては、信濃川水系十二沢川流域の南魚
沼市において、家屋浸水被害が発生しました。このため、流下断面確保の河道
掘削等を行い、治水安全度を向上させます。

橋梁架替、
護岸整備等

③ 胎内市 補助 胎内川総合開発事業 　胎内川総合開発事業は、「洪水調節」、「流水の正常な機能の維持」、及び
「水道用水の供給」、「発電」を目的とした多目的ダム建設事業です。
　新たに奥胎内ダムを建設し、既設の胎内川ダムと連携して洪水被害の軽減等
を図ります。

ダム本体工事、
仮設備工事等

④ 柏崎市 補助 鵜川ダム建設事業 　鵜川ダム建設事業は、「洪水調節」、及び「流水の正常な機能の維持」を目的
としたダム建設事業です。
　鵜川ダムを建設してダム下流の洪水被害の軽減等を図ります。

ダム本体工事、
仮設備工事等

⑤ 新潟市 交付金 中ノ口川広域河川改
修事業

　平成２３年７月新潟・福島豪雨では、信濃川水系中ノ口川において計画水位を
超過し、越水・破堤による甚大な浸水被害が発生しかねない危険な状態となり
ました。このため築堤等の整備を行い、洪水時の氾濫被害危険の解消と水位の
低下を図ります。

築堤工、
用地補償の推進

⑥ 新潟市 交付金 山の下閘門排水機場
特定構造物改築事業

　昭和39年の新潟地震を契機に、通船川を「築堤方式」から「低水路方式」に整
備するため当排水機場が建設されました。大規模かつ治水重要度が高い施設
のため、長寿命化計画に基づく計画的な修繕・更新により治水機能を確保しま
す。

受変電設備
の整備

⑦ 長岡市 交付金 沢田川通常砂防事業 　沢田川は、渓床勾配が約1/10、地質も脆弱であり、渓流の荒廃も著しい。ま
た、下流の集落の一部は土砂災害特別警戒区域に指定されています。このた
め、土砂流出によって人家･集落、要配慮者利用施設等への被害の恐れがある
ことから、これらを保全することを目的として堰堤工を整備しています。

堰堤工整備
の推進

⑧ 佐渡市 交付金 柴町海岸　高潮対策
事業

　柴町海岸は、佐渡島の西部に位置し、背後地は相川地区の中心市街地と
なっていますが、異常風浪時の越波によって、度々浸水被害が発生していま
す。このため、越波による浸水被害を防止するため、消波工及び離岸堤等を整
備しています。

離岸堤整備
の推進

⑨ 滑川市 交付金 中川水系沖田川広域
河川改修事業

　平成１３年６月及び平成２４年９月の豪雨においては、中川水系沖田川流域の
滑川市において、家屋浸水被害が発生しました。このため、放水路等の整備を
行い、治水安全度を向上させます。

放水路の整備

⑩ 高岡市 交付金 庄川水系地久子川広
域河川改修事業

　平成２４年７月及び平成２５年８月の豪雨においては、庄川水系地久子川流域
の高岡市において、家屋浸水被害が発生しました。このため、河道拡幅や護岸
整備を行い、治水安全度を向上させます。

護岸工、橋梁架替

⑪ 氷見市 交付金 胡桃地区地すべり対
策事業

　昭和39年７月に大規模な地すべりが発生し、人家87戸の胡桃集落が壊滅した
胡桃地区。これを契機に、人家・県道などを地すべりから守ることを目的とした
「胡桃地区地すべり対策事業」は本格化し、地下水排除工（集水ボーリング工・
集水井工など）を主体として整備しています。

排土・盛土工整備
の推進

⑫ 富山市 交付金 富山海岸　侵食対策
事業

　富山海岸は、富山湾の中央に位置し、背後には人家、学校、病院及び下水処
理場等が点在していますが、富山湾特有の寄り回り波や冬期風浪によって海岸
の侵食が著しく、砂浜が減少しています。　このため、海岸の侵食、及び背後地
への越波を防止するため、人工リーフ、離岸堤等を整備しています。

人工リーフ整備の
推進

⑬ 加賀市 交付金 動橋川流域治水対策
河川事業

　動橋川は、加賀市動橋町の人家連担部を貫流しており、平成10年9月の台風
7号において、動橋町地内で破堤し、床上浸水22戸、床下浸水52戸の甚大な被
害が発生しました。　このため、柴山潟流入点から約3.2km区間において、河川
改修を実施して浸水被害解消を図ることとしています。

橋梁架替工を推進

⑭ 金沢市 交付金 　浅野川総合流域防
災事業（河川環境整備
事業）

　浅野川総合流域防災事業は、金沢市の中心部を流れる浅野川の河川空間に
ついて、地元町会等と連携し、河川管理用通路や階段工等の整備を行い、住民
の憩い空間として整備する事業です。また、周辺の関連事業との連携により、市
内の水と緑のネットワークの連続性及び回遊性を確保し、地域の活性化を推進
します。

管理用通路工、
階段工

⑮ 河北郡津
幡町

交付金 吉倉川３号通常砂防
事業

　土石流危険渓流である吉倉川(3号)は、渓床勾配が約1/8、地質も脆弱である
ため、渓流内の渓岸浸食等が著しく不安定土砂が堆積しています。また、下流
の集落の一部は土砂災害特別警戒区域に指定されています。このため、土砂
流出によって人家･集落等への被害の恐れがあることから、これらを保全するこ
とを目的として、堰堤工を整備しています。

堰堤工の
整備の推進

⑯ 羽咋市、宝
達志水町

交付金 押水羽咋海岸　侵食
対策事業

　押水羽咋海岸は、車が走れる砂浜「千里浜なぎさドライブウェイ」を有してお
り、貴重な観光資源になっていますが、冬期風浪による海岸の侵食が著しく砂
浜が減少しています。　このため、海岸の侵食、及び背後地への越波を防止す
るため、人工リーフ等を整備しています。

人工リーフ整備
の推進

富山県

石川県
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